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公立大学法人京都市立芸術大学 
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１ 評価方法 

（１） 評価の構成 

「項目別評価」及び「全体評価」による。 

 

（２） 項目別評価 

【項目一覧】 

第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標    ［NO. １ ～ NO.５８］ 

第２ 業務運営の改善及び効率化に関する目標     ［NO.５９ ～ NO.６３］ 

第３ 財務内容の改善に関する目標          ［NO.６４ ～ NO.７１］ 

第４ 自己点検・評価及び情報の提供に関する目標   ［NO.７２ ～ NO.７７］ 

第５ キャンパス移転に向けた取組の推進に関する目標 ［NO.７８ ～ NO.８１］ 

第６ その他の業務運営に関する重要目標       ［NO.８２ ～ NO.８８］ 

 

※ 年度評価において，「第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標」は，とりわけ

短期間に成果が出にくいという特性に配慮して，評価委員会では評価は行わずに取組状

況の確認を行うこととする。 

    なお，「第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標」の評価は，教育・研究の専

門的な知見や経験を有する認証評価機関による評価結果（７年ごとに実施，令和３年度

受審予定）を踏まえて，中期計画終了後に実施する「中期目標に係る業務の実績に関す

る評価」において行う。 

 

ア 法人による自己評価 

法人が，年度計画の記載事項ごとに事業の実施状況を自己点検・評価したうえで，報告

書に計画の実施状況等を記載する。 

教育・研究に関する事項については，実施状況のみを記載し，それ以外の事項について

は，以下の４段階により進捗状況の記号を記載する。 

 

【評価基準】 

評価区分 評価内容 

Ⅳ 年度計画を上回って実施している 

Ⅲ 年度計画を十分に実施している 

Ⅱ 年度計画を十分には実施していない 

Ⅰ 年度計画を実施していない 
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イ 評価委員会による検証 

年度計画の記載事項ごとに，法人の自己評価や年度毎の計画設定の妥当性も含めて総合

的に検証し，達成状況について上記の４段階で評価を行うとともに，法人による自己評価

と評価委員の判断が異なる場合には，その理由等を示す。ただし，教育・研究に関する事

項については，法人が記載した計画の実施状況等から進捗状況を確認する。 

 

ウ 評価委員会による評定 

上記イの検証を踏まえ，項目ごとに中期計画の達成に向けた業務の進捗状況を示すとと

もに，特筆すべき点や遅れている点にコメントを付す。 

 「教育研究に関する事項」を除いた「業務運営の改善及び効率化」，「財務内容の改善」，

「自己点検・評価及び情報の提供」，「キャンパス移転に向けた取組の推進」及び「その

他の業務運営」の各項目について，以下の５段階により進捗状況を評定する。 

 

【評価基準】 

ランク 評定 判断基準（目安） 

Ｓ 
中期計画の達成に向けて特筆すべき

進捗状況にある 

評価委員会が特に認める場合 

Ａ 
中期計画の達成に向けて順調に進ん

でいる 

全てⅣ又はⅢ 

Ｂ 
中期計画の達成に向けておおむね順

調に進んでいる 

Ⅳ又はⅢの割合が９割以上 

Ｃ 
中期計画の達成のためにはやや遅れ

ている 

Ⅳ又はⅢの割合が９割未満 

Ｄ 
中期計画の達成のためには重大な改

善事項がある 

評価委員会が特に認める場合 

   ※上記の判断基準は目安であり，法人の諸事情を勘案し，総合的に判断する。 

    

（３） 全体評価 

 項目別評価結果及び報告書の「全体的な状況」欄の総括的な記述等を踏まえ，各法人の特性

に配慮しつつ，中期計画の進捗状況を記述式により評価する。 

 

 

- 2 -



２ 評価結果 

Ⅰ 全体評価 

  令和３年７月２０日に開催した評価委員会において，法人から令和２年度の業務実績に

ついて報告があり，中期目標・中期計画の達成に向けて順調に取組が進められていること

を確認した。 

全体としては，年度計画に定めた事項は計画に沿って良好な取組状況にあり，特に新型

コロナウイルス感染症が拡大する状況においても，限定された条件の中で，実技授業の実

施や展覧会等の開催など，積極的に取り組んでいることを確認した。また，前年度に引き

続き，京都駅東部エリアへのキャンパス全面移転を見据えて，外部資金等の獲得に積極的

に取り組むとともに，外部との連携や広報発信の強化に取り組んでいることを確認した。 

項目別評価については，大項目の全５項目がＡ評価（中期目標・中期計画の達成に向け

て順調に進んでいる）という結果となり，第二期中期計画の達成に向けて順調に進んでい

ると認められる。  

第二期中期目標・中期計画の達成に向けて，引き続き，これまでの取組成果を充実させ

るとともに，キャンパス移転に向けて更なる自己改善に努められることを期待する。 

  

本評価委員会において，特に積極的な取組として評価する例を以下に挙げる。 

 

● 新型コロナウイルス感染症対策のため，遠隔授業の実施に向けた教員のための研修

実施や，実技授業再開に向けた教室の改修などの施設整備など，学生が安心して授業

に集中できる環境整備に全力を挙げて取り組んだ点が評価できる。（No.1，24） 

 

● 新型コロナウイルス感染症対策のため，ウェブオープンキャンパスを開催し，海外

を含め遠方の居住者の閲覧など，例年よりも広い範囲に情報発信を行っている点が評

価できる。多くの方に興味を持っていただける良い機会なので，継続されたい。（No.18，

74） 

 

● キャンパス移転に向けた寄付金の獲得に向けて，「移転寄付推進委員会」を新たに設

置し，趣意書を配布するほか，企業訪問等により寄付の働き掛けを積極的に行った点

について評価できる。今後も継続されたい。（No.66） 

 

● キャンパス移転の機運醸成のため実施した移転整備プレ事業について，ＪＲ西日本

(株)等との連携により，ＪＲ車両内の中吊り広告等を活用し，市民だけでなく多くの

方に幅広く周知できた点が評価できる。（No.43，80） 
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Ⅱ 項目別評価 

 

項目別評価一覧 

判断基準 

項目 
Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標 
（事業の進捗状況） 

順調に実施していることを確認 

第２ 業務運営の改善及び効率化に関する目標  ○    

第３ 財務内容の改善に関する目標  ○    

第４ 自己点検・評価及び情報の提供に関する目標  ○    

第５ キャンパス移転に向けた取組の推進に関する目標  ○    

第６ その他の業務運営に関する重要目標  ○    

 
※評価の判断基準   Ｓ 中期計画の達成に向けて特筆すべき進捗状況にある (特に認める場合) 

           Ａ 中期計画の達成に向けて順調に進んでいる     (全てⅣ又はⅢ) 

           Ｂ 中期計画の達成に向けておおむね順調に進んでいる (Ⅳ又はⅢの割合が９割以上) 

           Ｃ 中期計画の達成のためにはやや遅れている     (Ⅳ又はⅢの割合が９割未満) 

           Ｄ 中期計画の達成のためには重大な改善事項がある  (特に認める場合) 

 

 

第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標 （年度評価対象外） 

教育・研究に関する事項は，短期間に成果が出にくいという特性に配慮し，本評価委員会

においては，年度評価は行わず，取組状況を確認することとしており，中期目標期間終了後

に実施する「中期目標期間に係る業務の実績に関する評価」において，評価を行うこととし

ている。 

そのため，令和２年度についても，項目１「大学の教育研究等の質の向上に関する目標」

に掲げられた取組については，年度評価の対象外とし，取組状況の確認を行った。 

なお，参考意見として令和２年度の取組状況について，以下に本評価委員会としてのコメ

ント等を記載する。 

 

（１） 全体に関するコメント 

参考として示された大学の自己評価では，年度計画記載の５８の小項目のうち，Ⅳ評価

（年度計画を上回って実施している）が５項目，Ⅲ評価（年度計画を十分に実施している）

が５３項目と，全てⅣ又はⅢの評価である。 

これらの状況を総合的に勘案すると，中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んで

いるものと認められる。 
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（２） 個別の取組に関するコメント 

［No.1］ 教育の内容と成果の充実を図るための取組 

  遠隔授業の実施にあたっては，経験のない教員のため研修動画を作成するなど，新

型コロナウイルス感染症が拡大している状況においても，限定された条件の中で，出

来る限りの取組を行っている点が評価できる。このようなノウハウの蓄積を今後に生

かしていただきたい。 

 

［No.18］ 入試広報の検証と見直し 

  新型コロナウイルス感染症対策のため，ウェブオープンキャンパスを開催し，海外

を含め遠方の居住者の閲覧など，例年よりも広い範囲に情報発信を行っている点が評

価できる。多くの方に興味を持っていただける良い機会なので，継続されたい。 

 

［No.24］ 教育施設・環境等の充実 

    遠隔授業のための Wi-Fi 環境の整備や，対面での実技授業を実施するため，講義室

の実技室への転換に伴う特殊排水設備や換気設備の整備など，新型コロナウイルス感

染症が拡大する状況においても，学生が安心して授業に集中できる環境整備に全力を

挙げて取り組んだ点が評価できる。 

 

［No.42］ ギャラリー＠KCUAにおける展覧会の開催 

新型コロナウイルス感染症の拡大により，年度前半は展覧会等を開催できなかった

にも関わらず，後半は新型コロナウイルス感染症対策を万全にしたうえで，開催でき

た点が評価できる。また，実施手法をオンラインに変更しセミナー等を開催したなど，

新型コロナウイルス感染症が拡大する状況においても，積極的に取り組んだ点が評価

できる。 

 

［No.43］ 創立140周年を記念した展覧会や演奏会等の開催 

新型コロナウイルス感染症が拡大している状況においても，様々な取組ができた点

について大変評価でき，自己評価はⅢであるが，Ⅳとしても差し使えないと考える。

特に，ＪＲ西日本(株)との連携により，ＪＲ車両内の中吊り広告等を活用し，市民だけ

でなく多くの方に幅広く周知できた点が評価できる。 
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第２ 業務運営の改善及び効率化に関する目標 

（１） 進捗状況の確認結果 

評価 Ａ 中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（全てⅣ又はⅢ） 
 

（２） 評価の内訳 

評価区分 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 計 

評価対象項目数   ５  ５ 

組織の見直しと経営の効率化   ３  ３ 

組 織 力 の 向 上    ２  ２ 

   

年度計画記載の５項目全てⅢ評価（年度計画を十分に実施している）となっており，

これらの状況を総合的に勘案すると，中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んで

いる。 

 

（３） 業務の進捗状況等に関するコメント，特筆すべき点等 

［No.59］ 組織体制や将来の大学の在り方の検討 

危機管理本部会議等の開催に加え，「新型コロナウイルス感染症対策室」を設置し，

大学再開後の感染拡大防止対策に徹底的に取り組んだ点や，大学の移転を見据え，移

転寄付の活動を本格化するための「移転寄付推進委員会」を設置し，積極的な外部資

金の取組に繋げている点が評価できる。 

なお，定例業務にシステムを導入するなど業務の効率化についても検討されたい。

また，ＴＡ，ＲＡ，ＳＡなどが活用できれば，教育効果があることはもちろんのこと，

教員の負担の軽減にも繋がることから，導入を検討されたい。 
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第３ 財務内容の改善に関する目標 

（１） 進捗状況の確認結果 

評価 Ａ 中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（全てⅣ又はⅢ） 
 

（２） 評価の内訳 

評価区分 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 計 

評価対象項目数   ７ １ ８ 

外部資金その他の自己収入の増加   ２ １ ３ 

経 費 の 効 率 化   １  １ 

資産の適正管理と有効活用   ４  ４ 

年度計画記載の８項目のうち，Ⅳ評価（年度計画を上回って実施している）が１項目，

Ⅲ評価（年度計画を十分に実施している）が７項目と，全てⅣ又はⅢの評価となってお

り，これらの状況を総合的に勘案すると，中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進

んでいる。 

 

（３） 業務の進捗状況等に関するコメント，特筆すべき点等 

［No.66］ 移転に向けた設備整備基金の獲得 

寄付獲得件数については，第２期中期目標期間中の６年間で１，５００件という数

値目標に対し，令和２年度は２９６件，累計では６６６件となっており，数値目標の

達成に向けて，順調な実績である。 

キャンパス移転に向けた寄付金の獲得に向けて，「移転寄付推進委員会」を新たに設

置し，京芸友の会の寄付者等を対象に趣意書の配布を行うとともに，企業訪問等によ

り寄付の働き掛けを積極的に行った点について評価できる。今後も継続されたい。 
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第４ 自己点検・評価及び情報の提供に関する目標 

（１） 進捗状況の確認結果 

評価 Ａ 中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（全てⅣ又はⅢ） 
 

（２） 評価の内訳 

評価区分 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 計 

評価対象項目数   ６  ６ 

評 価 の 充 実   ２  ２ 

広 報 の 充 実   ４  ４ 

年度計画記載の６項目全てⅢ評価（年度計画を十分に実施している）となっており，

中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる。 

 

 

（３） 業務の進捗状況等に関するコメント，特筆すべき点等 

［No.74］ ホームページやＳＮＳによる積極的な情報発信 

新型コロナウイルス感染症対策としても有効な手段であることから，これまで以上に，

ホームページや Twitter などの SNS を通じて，大学主催の展覧会等のイベント情報などを

積極的に発信したことや，ウェブオープンキャンパス特設サイトを作成したことにより，

ホームページへのアクセス件数が大幅に増加した点が評価できる。 
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第５ キャンパス移転に向けた取組の推進に関する目標 

（１） 進捗状況の確認結果 

評価 Ａ 中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（全てⅣ又はⅢ） 

 

（２） 評価の内訳 

評価区分 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 計 

評価対象項目数   ３ １ ４ 

キャンパス移転に向けた取組の推進   ３ １ ４ 

年度計画記載の４項目のうち，Ⅳ評価（年度計画を上回って実施している）が１項目，

Ⅲ評価（年度計画を十分に実施している）が３項目となっており，これらの状況を総合

的に勘案すると，中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる。 

 

 

（３） 業務の進捗状況等に関するコメント，特筆すべき点等 

［No.80］ 移転整備プレ事業等の実施 

移転先である崇仁地域において，昨年度に引き続き「崇仁小学校の記録と記憶を継

承するプロジェクト」を開催し，令和２年度に解体した崇仁小学校の校舎に関するア

ーカイブプロジェクト「崇仁小学校をわすれないためにセンター」などを実施し，地

域住民等の協力を得て，これまで以上に充実した地域連携の取組を推進した点が評価

できる。 

また，ＪＲ西日本(株)及び京都駅ビル開発(株)との連携により，京都駅ビル西口広場

において，「作品・新キャンパス模型展示」を開催し，新キャンパスの模型の特別公開

や学生の作品展示，ミニコンサートの開催等を行い，多くの市民等に移転のＰＲを行

えた点が評価できる。 
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第６ その他の業務運営に関する重要目標 

（１） 進捗状況の確認結果 

評価 Ａ 中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（全てⅣ又はⅢ） 

 

（２） 評価の内訳 

評価区分 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 計 

評価対象項目数   ６ １ ７ 

施 設 設 備 の整 備 等   １ １ ２ 

安 全 管 理   ３  ３ 

法令遵守及び人権の尊重   ２  ２ 

年度計画記載の７項目のうち，Ⅳ評価（年度計画を上回って実施している）が１項目，

Ⅲ評価（年度計画を十分に実施している）が６項目となっており，これらの状況を総合

的に勘案すると，中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる。 

 

（３） 業務の進捗状況等に関するコメント，特筆すべき点等 

［No.84］ 危機発生時の安全管理体制強化 

新型コロナウイルス感染症拡大に際し，新型コロナウイルス感染症対策室と産業医

が連携して感染予防対策ガイドラインを策定し，学内の安心・安全を確保することに

より，後期からは，実技授業を再開できている点が評価できる。 

 

- 10 -



 

第
１
 
大
学
の
教
育
研
究
等
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
 

１
 
教
育
に
関
す
る
目
標
 

⑴
 
教
育
の
内
容
と
成
果
に
関
す
る
目
標
 

中 期 目 標  

大
学
の
教
育
・
研
究
理
念
，
目
的
を
踏
ま
え
て
策
定
さ
れ
た
三
つ
の
ポ
リ
シ
ー
（
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
（
卒
業
認
定
・
学
位
認
定

に
関
す
る
方
針
），

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
（
教
育
課
程
の
編
成
・
実
施
の
方
針
），

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
（
入
学
者
受
入

方
針
））

に
基
づ
く
，
体
系
的
で
組
織
的
な
教
育
を
実
施
し
，
世
界
に
は
ば
た
く
芸
術
家
を
は
じ
め
，
社
会
に
創
造
的
な
活
力
を
も
た
ら

す
人
を
育
成
す
る
。

 

ア
 
学
部
教
育

 

少
人
数
教
育
と
実
践
的
教
育
を
通
し
て
，
確
か
な
技
能
，
技
術
と
共
に
，
幅
広
い
教
養
も
修
得
さ
せ
，
創
造
性
と
豊
か
な
感
性

を
併
せ
持
っ
た
人
を
育
成
す
る
。

 

イ
 
大
学
院
教
育

 

高
い
水
準
の
専
門
的
研
究
教
育
を
通
し
て
，
高
度
な
技
能
，
技
術
及
び
豊
か
な
教
養
を
修
得
さ
せ
，
国
際
感
覚
を
兼
ね
備
え
，

次
代
の
文
化
芸
術
を
先
導
す
る
と
と
も
に
社
会
に
創
造
的
な
活
力
を
与
え
る
人
を
育
成
す
る
。

 

 

第
１
 
大
学
の
教
育
研
究
等
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
と
る
べ
き
措
置
 

１
 
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置
 

⑴
 
教
育
の
内
容
と
成
果
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

ア
 
教
育
の
内
容
と
成
果
の
充
実
を
図
る
た
め
の
取
組
 

（
ア
）
学
部
教
育
に
関
す
る
取
組
 

中 期 計 画  

少
人
数
教
育
の
利
点
を
活
か
し
学
び
の
質
を
高
め
る
と
と
も
に
，
多
様
な
実
践
的
教
育
を
通
し
て
学
び
の
幅
を
広
げ
る
取
組
を
進
め
る
。

ま
た
，
領
域
横
断
的
な
教
育
の
推
進
は
も
と
よ
り
，
大
学
移
転
を
見
据
え
京
都
に
集
積
す
る
優
れ
た
資
源
を
活
用
し
，
確
か
な
技
能
，
技

術
及
び
幅
広
い
教
養
を
修
得
さ
せ
，
創
造
性
と
豊
か
な
感
性
を
併
せ
持
っ
た
人
材
を
育
成
す
る
。
ま
た
，
実
技
と
学
科
の
有
機
的
な
連
携

を
も
と
に
，
国
際
的
視
野
に
立
っ
た
幅
広
い
思
考
力
，
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
，
自
由
で
豊
か
な
発
想
力
の
育
成
を
目
指
し
，
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
善
を
図
る
な
ど
，
学
部
教
育
の
充
実
に
向
け
た
各
種
取
組
を
着
実
に
進
め
る
。
 

 

№
 

年
度
計

画
 

計
画

の
実
施
状

況
等
 

（
参
考
）
 

自
己
評
価
 

進
捗

状
況
に
関

す
る
コ

メ
ン
ト
等
 

1
 

授
業
や
講
座
等
の
講
師
と
し
て
，
京
都
に
関
わ
り
が
あ
る
研

究
者
や
作
家
，
音
楽
家
等
を
中
心
に
，
様
々
な
分
野
で
活
躍
し

て
い
る
人
材
を
招
聘
し
，
多
様
な
価
値
観
や
外
部
の
刺
激
に
触

れ
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
，
学
生
の
制
作
・
演
奏
・

研
究
等
の
可
能
性
を
広
げ
る
実
践
的
な
教
育
に
取
り
組
む
。
 

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
う
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
，
前

期
は
全
て
の
授
業
を
遠
隔
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
，
後
期
は
，
実
技
授
業
を
対
面

で
実
施
で
き
る
よ
う
感
染
症
対
策
の
徹
底
に
努
め
た
。
 

美
術
学

部
で
は
，
各
専
攻
で
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
活
用
す
る
な
ど
工
夫
し
な

が
ら
，
各
専
攻
分
野
や
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
活
用
な
ど
に
関
す
る
授
業
等
を
行

い
，
講
師
を
延
べ

74
人
招
聘
し
，
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
，
多
様
な
価
値
観
や

外
部
の
刺
激
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
た
。
 

ま
た
，
音
楽
学
部
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
演
習
」
で
は
，
本
学
卒
業
生
で
ザ
ー

ル
ラ
ン
ド
州
立
歌
劇
場
管
弦
楽
団
（
ド
イ
ツ
）
で
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
奏
者
を
務
め
る

Ⅲ
 

 
遠
隔
授
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
，
経
験
の

な
い

教
員

の
た

め
研

修
動

画
を

作
成

す
る

な

ど
，
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し

て
い
る
状
況
に
お
い
て
も
，
限
定
さ
れ
た
条
件

の
中
で
，
出
来
る
限
り
の
取
組
を
行
っ
て
い
る

点
が
評
価
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の

蓄
積
を
今
後
に
生
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

３
 
項
目
別
の

状
況
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二
口
元
伸
氏
や
，
京
都
市
交
響
楽
団
チ
ー
フ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
柴
田
智
靖
氏
ら

を
講
師
に
迎
え
，
講
師
の
専
門
分
野
に
関
す
る
講
義
や
，
キ
ャ
リ
ア
開
拓
に
つ
い

て
の
講
義
を
実
施
し
，
学
生
が
卒
業
後
の
将
来
像
を
結
ぶ
た
め
の
手
が
か
り
を

与
え
た
。
 

2
 

学
部
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
，
移
転
後
の
美
術
・
音
楽
両

学
部
共
通
科
目
の
開
講
を
見
据
え
，
時
間
割
の
相
違
な
ど
様
々

な
課
題
に
つ
い
て
両
学
部
で
協
議
を
行
う
な
ど
，
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
改
善
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
。
 

学
科
教
育
に
つ
い
て
，
前
期
・
後
期
と
も
原
則
，
遠
隔
で
の
授
業
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
，
美
術
学
部
・
音
楽
学
部
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
代
表
の
教
員
を
選
出
し
，
課
題

等
を
検
討
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
，
初
め
て
と
な
る
遠
隔
授

業
の
実
施
体
制
の
構
築
と
課
題
の
抽
出
に
両
学
部
で
取
り
組
ん
だ
。
 

Ⅲ
 

 

3
 

教
職
課
程
に
つ
い
て
，
前
年
度
に
ま
と
め
た
人
事
方
針
に
基

づ
き
，
体
制
の
整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
，
複
数
の
大
学
に

よ
る
教
職
課
程
の
共
同
設
置
を
活
用
す
る
制
度
等
に
つ
い
て
，

引
き
続
き
検
討
す
る
。
 

教
職
課
程
検
討
委
員
会
で
ま
と
め
た
人
事
方
針
に
基
づ
き
，
令
和

4
年
度
か

ら
，
美
術
学
部
で
は
教
育
心
理
学
を
専
門
と
す
る
教
員
を
，
音
楽
学
部
で
は
音
楽

科
教
育
を
専
門
と
す
る
教
員
を
，
そ
れ
ぞ
れ
採
用
す
る
こ
と
を
決
定
し
公
募
を

開
始
す
る
な
ど
，
複
数
の
大
学
に
よ
る
教
職
課
程
の
共
同
設
置
で
は
な
く
，
本
学

に
お
け
る
教
職
課
程
の
体
制
強
化
に
向
け
た
取
組
を
実
施
し
た
。
 

Ⅲ
 

 

4
 

教
育
・
研
究
成
果
の
発
表
の
場
で
あ
る
作
品
展
や
演
奏
会
等

に
つ
い
て
，
学
生
が
自
ら
の
創
造
性
を
生
か
し
主
体
的
に
計
画

段
階
か
ら
実
施
に
携
わ
る
な
ど
，
前
年
度
に
引
き
続
き
積
極
的

に
開
催
す
る
。
 

美
術
学
部
で
は
，
作
品
展
を
令
和

2
年
度
か
ら
再
び
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館

と
本
学
の

2
会
場
で
実
施
す
る
に
あ
た
り
，
平
成

29
年
度
か
ら
学
内
で
大
規
模

に
実
施
し
て
き
た
案
内
サ
イ
ン
の
設
置
を
踏
ま
え
，
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館
内

の
案
内
サ
イ
ン
に
つ
い
て
も
学
生
が
計
画
を
行
っ
た
。
ま
た
，
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

S
NS

な
ど
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
情
報
発
信
の
充
実
に
学
生
が
主
体
的

に
取
り
組
ん
だ
。
 

音
楽
学
部
で
は
，
前
年
度
に
開
講
さ
れ
た
「
音
楽
経
営
論
」
に
引
き
続
き
「
音

楽
学
演
習

a
1
」
に
お
い
て
，
当
該
授
業
の
履
修
学
生
が
自
主
的
な
演
奏
会
の
企

画
に
取
り
組
み
，
3
月
に
本
学
講
堂
及
び
旧
音
楽
高
校
ホ
ー
ル
で
録
画
し
た
演
奏

会
を

Y
ou
Tu
be

で
動
画
配
信
し
た
。
 

Ⅲ
 

 

5
 

美
術
学
部
将
来
構
想
委
員
会
の
学
科
教
育
検
討
部
会
に
お
い

て
，
前
年
度
に
検
討
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
再
編
案
や
シ
ラ
バ

ス
の
改
定
案
等
の
将
来
的
な
実
施
を
見
据
え
な
が
ら
，
各
科
目

の
改
善
に
取
り
組
む
。
 

学
科

の
授

業
に

つ
い

て
は

，
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
，

前

期
・
後

期
を

通
じ

て
全

て
遠

隔
授

業
と

な
っ

た
。

全
て

の
関

係
教

員
が

遠
隔

授
業

を

行
い

学
生

が
問

題
な

く
受

講
で

き
る

よ
う

，
遠

隔
授

業
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

を
中

心

に
両

学
部

が
協

力
し

て
取

組
ん

だ
。

教
員

向
け

の
レ

ク
チ

ャ
ー

動
画

を
作

成
し

，
前

期
に

は
教

員
・
学

生
向

け
の

ヘ
ル

プ
デ

ス
ク

を
開

設
す

る
こ

と
で

，
ス

ム
ー

ズ
な

開
講

に
繋

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

Ⅲ
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美
術

学
部

の
学

科
教

育
検

討
部

会
に

お
い

て
検

討
を

行
い

，
次

の
2

科
目

に
つ

い
て

次
年

度
の

開
講

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
と

し
た

。
 

・
 

「
現

代
芸

術
論

3
」
に

つ
い

て
，

「
作

品
と

場
所

の
関

係
」
か

ら
戦

後
以

降
の

芸
術

作
品

の
理

論
展

開
を

学
ぶ

も
の

で
あ

っ
た

が
，

よ
り

実
践

的
な

授
業

と
す

る
べ

く
，

社
会

・
経

済
と

芸
術

の
関

係
，

ア
ー

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
お

よ
び

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

関
す

る
講

義
内

容
と

す
る

。
 

・
 

「
造

形
計

画
論

」
に

つ
い

て
，

2
コ

マ
連

続
に

改
め

，
造

形
表

現
の

基
本

の
修

得
と

そ
の

再
解

釈
に

よ
る

新
し

い
表

現
の

可
能

性
の

模
索

が
一

貫
し

て
学

習
で

き
る

よ

う
，

充
実

を
図

る
。

 

6
 

美
術
学
部

P
C
関
連
問
題
検
討
部
会
を
中
心
に
，
I
CT

の
活
用

と
関
連
し
た
科
目
の
在
り
方
に
つ
い
て
，
検
討
を
行
う
。
 

令
和

2
年
度
は
検
討
の
中
心
体
制
を
美
術
学
部
将
来
構
想
委
員
会
に
移
し
，

将
来
を
見
据
え
な
が
ら
学
生
の
ニ
ー
ズ
等
を
集
約
し
，
必
要
と
な
る
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
関
連
の
開
講
科
目
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
に
，
作
家

や
映
像
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
等
を
講
師
と
し
て
，
作
品
紹
介
を
交
え
な
が
ら
制
作
活

動
に
お
け
る
実
践
的
な
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
導
入
・
活
用
方
法
等
に
つ
い
て
レ

ク
チ
ャ
ー
す
る
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
演
習
 
特
別
レ
ク
チ
ャ
ー
」
を
実
施
し
た
（
全

7
講
座
）。

そ
の
結
果
，
学
生
に
は
画
像
編
集
基
礎
以
上
の
高
度
な
内
容
に
ニ
ー

ズ
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
た
め
，
今
後
は
そ
う
し
た
内
容
を
開
講
す
る
た
め

の
予
算
や
人
員
体
制
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
 

Ⅲ
 

 

7
 

美
術
学
部
に
お
い
て
，
知
の
世
界
の
広
が
り
と
芸
術
教
育
の

有
機
的
な
連
動
を
図
る
創
造
的
な
授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
す

る
。
 

・
 
「
総
合
基
礎
実
技
」
の
授
業
に
お
い
て
，
学
科
教
員
の
発

案
に
よ
る
課
題
を
実
技
教
員
と
合
同
で
行
う
。
ま
た
外
部
か

ら
研
究
者
や
芸
術
家
を
招
き
，
レ
ク
チ
ャ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
等
を
実
技
課
題
と
連
動
さ
せ
つ
つ
実
施
す
る
。
 

・
 
「
テ
ー
マ
演
習
」
に
お
い
て
，
学
科
教
員
・
実
技
教
員
が

専
攻
の
枠
を
越
え
て
協
働
し
，
横
断
的
か
つ
実
践
的
な
授
業

を
行
う
。
 

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
，
前
期
は
全
て
の
授
業
を
遠

隔
で
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
，
毎
年
，
実
技
科
目
と
学
科
科
目
が
連
動
す

る
創
造
的
な
授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
現
と
し
て

1
回
生
全
員
を
対
象
と
し
て
行

っ
て
い
る
授
業
「
総
合
基
礎
実
技
」
も
遠
隔
で
実
施
し
た
。
課
題
を
郵
送
で
送
付

し
，
作
品
等
を
遠
隔
で
見
な
が
ら
お
互
い
に
討
論
す
る
な
ど
，
限
定
さ
れ
た
状
況

の
中
で
で
き
る
限
り
，
こ
の
授
業
の
趣
旨
を
実
現
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
だ
。
 

ま
た
，
学
科
担
当
教
員
を
加
え
る
運
営
体
制
を
継
続
し
，
合
計

4
つ
の
課
題

を
実
施
し
た
。
 

3
回
生
以
上
を
対
象
と
し
た
「
テ
ー
マ
演
習
」
に
お
い
て
，
今
期
は
「
街
道
を

め
ぐ
る
」「

祇
園
祭
の
鷹
山
の
復
興
デ
ザ
イ
ン
計
画
」
な
ど
，
4
つ
の
科
目
で
実

技
・
学
科
教
員
合
同
の
実
践
的
授
業
に
取
り
組
ん
だ
。
 

Ⅲ
 

 
「
総
合
基
礎
実
技
」
に
つ
い
て
，
新
型
コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

が
拡

大
し

て
い

る
状

況

に
お
い
て
も
，
郵
送
に
よ
り
課
題
を
送
付
し
，

ウ
ェ

ブ
を

活
用

し
た

作
品

に
つ

い
て

の
討

論

を
行
う
な
ど
，
限
定
さ
れ
た
条
件
の
中
で
出
来

る
限

り
の

取
組

を
行

っ
て

い
る

点
が

評
価

で

き
る
。
 

- 13 -



 
 

 

 

東
洋
美
術
と
西
洋
美
術
の
教
員
で
，「

東
西
の
花
と
鳥
」
を
テ
ー
マ
に
双
方
の

学
生
を
集
め
て
共
同
授
業
を

3
回
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た
。
 

8
 

学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
，
授
業
内
容
等
の
改
善
に

活
用
す
る
と
と
も
に
，
シ
ラ
バ
ス
の
記
載
内
容
を
見
直
す
な
ど
，

学
生
の
学
習
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
取
組
を
行
う
。
 

【
令
和

2
年
度
の
対
象
】
 

音
楽
学
部
：「

重
唱
」
，「

オ
ペ
ラ
実
習
」
 

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
遠
隔
で
実
施
し
た
前
期
の
学

科
授
業
に
つ
い
て
，
全
学
生
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結

果
，「

出
欠
確
認
が
分
か
り
に
く
い
」，
「
課
題
が
多
す
ぎ
る
」
，「

事
前
印
刷
の
必

要
な
資
料
が
多
い
」，
「
事
前
印
刷
の
必
要
な
資
料
の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
が
遅
い
」
な

ど
の
改
善
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
，
後
期
か
ら
の
授
業
で
は
こ
れ
ら
の
点

に
配
慮
し
て
遠
隔
授
業
を
実
施
す
る
よ
う
教
員
に
周
知
し
改
善
を
図
っ
た
。
 

音
楽
学
部
で
は
，「

重
唱
」
及
び
「
オ
ペ
ラ
実
習
」
の
受
講
者
を
対
象
に
授
業

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
前
期
に
実
施
し
た
遠
隔
授
業
に
関
し
て
，「

タ
イ
ム

ラ
グ
に
よ
る
音
の
ず
れ
が
発
生
す
る
た
め
，
オ
ペ
ラ
関
係
の
授
業
を
遠
隔
で
実

施
す
る
こ
と
は
難
し
い
」
と
い
う
意
見
が
多
く
得
ら
れ
た
一
方
，
後
期
に
実
施
し

た
対
面
授
業
に
つ
い
て
は
「
感
染
対
策
に
配
慮
し
な
が
ら
授
業
が
実
施
さ
れ
た
」

と
い
う
意
見
が
大
半
を
占
め
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
に
つ
い
て
は
，
次
年
度
の

教
務
委
員
会
で
改
め
て
確
認
し
，
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
授
業
の
実
施
方
法
の
検

討
に
役
立
て
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 

Ⅲ
 

 

9
 

令
和

3
年
度
か
ら
管
・
打
楽
専
攻
の
専
攻
細
目
と
し
て
ユ
ー

フ
ォ
ニ
ア
ム
を
新
設
す
る
こ
と
に
伴
い
，
教
育
・
研
究
環
境
に

つ
い
て
所
要
の
整
備
を
進
め
る
。
 

吹
奏
楽
教
育
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
，
令
和

3
年
度
か
ら
ユ
ー
フ
ォ

ニ
ア
ム
を
専
攻
す
る
学
生
の
受
け
入
れ
を
開
始
す
る
に
当
た
り
，
令
和

2
年
度

か
ら
日
本
を
代
表
す
る
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
奏
者
の
外
囿
祥
一
郎
氏
を
客
員
教
授

と
し
て
招
聘
し
，
入
学
試
験
に
お
け
る
審
査
を
委
嘱
し
た
。
ま
た
，
入
学
試
験
の

結
果
，
令
和

3
年
度
に
は
管
・
打
楽
専
攻
に

1
名
の
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
専
攻
生

が
入
学
す
る
こ
と
が
決
定
し
，
新
た
に
採
用
す
る
非
常
勤
講
師
と
と
も
に
外
囿

氏
が
実
技
レ
ッ
ス
ン
の
指
導
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
，
ユ
ー
フ
ォ
ニ

ア
ム
専
攻
生
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
整
備
し
た
。
 

Ⅲ
 

 

1
0 

授
業
の
内
容
が
演
奏
会
に
お
け
る
教
育
研
究
活
動
の
成
果
発

表
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
を
検
証
し
，
教
育
効
果
を
一
層
高
め

る
た
め
の
取
組
を
行
う
。
 

【
令
和

2
年
度
の
対
象
】
 

音
楽
学
部
：
3
回
生
オ
ペ
ラ
試
演
会
，
4
回
生
オ
ペ
ラ
試
演
会
 

3
回
生
オ
ペ
ラ
試
演
会
及
び

4
回
生
オ
ペ
ラ
試
演
会
に
つ
い
て
声
楽
専
攻
の

学
生
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
感
染
対
策
と
し
て
制
限
が
設
け
ら

れ
た
中
で
も
，
本
番
か
ら
の
学
び
が
あ
る
た
め
，
可
能
な
範
囲
で
試
演
会
を
実
施

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
要
望
が
聞
か
れ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
受
け
，
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
内
で
の
演
奏
会
に
つ
い
て
次
年
度
の
教
務
委
員
会
で
引
き

Ⅲ
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続
き
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
 

 

（
イ
）
大
学
院
教
育
に
関
す
る
取
組
 

中 期 計 画  

質
・
水
準
と
も
に
高
度
な
専
門
的
研
究
教
育
を
通
し
て
，
高
度
な
技
能
，
技
術
及
び
幅
広
い
豊
か
な
教

養
を
修
得
さ
せ
る
。
ま
た
，
実

践
を
重
視
し
た
教
育
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
，
国
際
感
覚
を
兼
ね
備
え
，
次
代
の
芸
術
文
化
を
先
導
し
社
会
に
創
造
的
な
活
力
を
与

え
る
優
れ
た
専
門
家
を
育
成
す
る
。
教
育
研
究
の
更
な
る
充
実
の
た
め
，
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
を
踏
ま
え
つ
つ
，
科
目
内
容
，
指

導
体
制
，
運
営
体
制
等
に
つ
い
て
時
代
の
変
化
等
に
応
じ
た
検
証
を
行
い
，
各
種
取
組
を
着
実
に
進
め
る
。
 

 

№
 

年
度
計

画
 

計
画

の
実
施
状

況
等
 

（
参
考
）
 

自
己
評
価
 

進
捗

状
況
に
関

す
る
コ

メ
ン
ト
等
 

1
1 

博
士
（
後
期
），

修
士
の
各
課
程
に
お
け
る
指
導
・
審
査
体
制

や
開
講
科
目
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
，
各
所
管
の
委
員
会
を
中

心
に
検
証
を
行
う
。
 

美
術
研
究
科
修
士
課
程
に
お
い
て
は
，
令
和

2
年
度
は
，
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
も
適
正
な
指
導
・
審
査
を
確
保
し
続
け
る
べ
く
各
所
管
の
委
員
会
で
検
討
を

行
い
，
博
士
（
後
期
）
課
程
で
は
，
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
実
施
も
交
え
な
が
ら
，

学
位
審
査
を
行
っ
た
。
 

音
楽
研
究
科
修
士
課
程
に
お
い
て
は
，
英
語
，
フ
ラ
ン
ス
語
，
ド
イ
ツ
語
，
イ

タ
リ
ア
語
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
で
開
講
し
て
い
る
「
原
典
研
究
」
に
つ
い
て
，
科
目

内
容
の
見
直
し
を
行
い
，
す
べ
て
の
言
語
で
開
講
を

1
コ
マ
に
整
理
し
た
う
え
，

作
曲
・
指
揮
専
攻
，
器
楽
専
攻
，
声
楽
専
攻
で
修
士
論
文
を
選
択
す
る
学
生
の
中

に
論

文
を

形
に

す
る

以
前

の
段

階
で

躓
く

学
生

が
い

る
こ

と
へ

の
対

処
と

し

て
，
令
和

3
年
度
か
ら
「
論
文
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
入
門
」
を
新
た
な
科
目
と
し
て
設

置
す
る
こ
と
を
決
定
し
，
1
年
次
前
期
の
段
階
で
履
修
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
，
研

究
課
題
や
方
法
の
設
定
，
計
画
と
論
文
構
成
の
立
案
，
そ
の
文
章
化
の
力
を
入
学

後
の
早
い
段
階
で
養
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
 

 

Ⅲ
 

 

1
2 

知
的
財
産
権
に
関
す
る
研
修
会
な
ど
，
学
生
を
対
象
と
し
た

研
修
を
実
施
す
る
。
 

7
月
に
知
的
財
産
権
の
学
生
向
け
研
修
会
を
予
定
し
て
い
た
が
，
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
状
況
を
考
慮
し
て
中
止
し
た
。
こ
れ
に
代
わ
り
，

令
和

2
年
度
が
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
ウ
ェ
ブ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
オ
ン

ラ
イ
ン
芸
大
祭
の
開
催
に
際
し
て
，
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
コ
ン
テ
ン
ツ
配

信
に
お
け
る
著
作
権
に
関
す
る
注
意
点
に
つ
い
て
，
講
師
に
相
談
の
う
え
，
学
生

に
対
し
実
践
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
。
 

Ⅲ
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1
3 

音
楽
研
究
科
修
士
課
程
の
科
目
に
つ
い
て
，
学
生
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
，
授
業
内
容
等
の
改
善
に
活
用
す
る
と
と
も

に
，
シ
ラ
バ
ス
の
記
載
内
容
を
見
直
す
な
ど
，
学
生
の
学
習
の

活
性
化
を
図
る
た
め
の
取
組
を
行
う
。
 

【
令
和

2
年
度
の
対
象
】
 

「
オ
ペ
ラ
演
習
」
 

「
オ
ペ
ラ
演
習
」
の
受
講
者
を
対
象
に
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
，
前
期
に

実
施
し
た
遠
隔
授
業
に
関
し
て
，「

タ
イ
ム
ラ
グ
に
よ
る
音
の
ず
れ
が
あ
っ
た
」

「
演
技
指
導
は
遠
隔
で
は
難
し
い
」
と
い
う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
，
2
月

に
開
催
さ
れ
た
大
学
院
オ
ペ
ラ
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
に
関
し
て
は
，「

制
約
が
あ
る

中
で
も
成
果
発
表
の
場
が
あ
っ
た
こ
と
は
よ
か
っ
た
」
と
い
う
意
見
が
あ
る
一

方
，
少
数
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
で
演
奏
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の

疑
問
も
寄
せ
ら
れ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
に
つ
い
て
は
，
次
年
度
の
教
務
委
員

会
で
改
め
て
確
認
し
，
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
授
業
の
実
施
方
法
の
検
討
に
役
立

て
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 

Ⅲ
 

 

1
4 

令
和

3
年
度
か
ら
器
楽
専
攻
の
専
攻
細
目
と
し
て
ユ
ー
フ
ォ

ニ
ア
ム
を
新
設
す
る
こ
と
に
伴
い
，
教
育
・
研
究
環
境
に
つ
い

て
所
要
の
整
備
を
進
め
る
。
 

吹
奏
楽
教
育
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
，
令
和

3
年
度
か
ら
ユ
ー
フ
ォ

ニ
ア
ム
を
専
攻
す
る
学
生
の
受
け
入
れ
を
開
始
す
る
に
当
た
り
，
令
和

2
年
度

か
ら
日
本
を
代
表
す
る
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
奏
者
の
外
囿
祥
一
郎
氏
を
客
員
教
授

と
し
て
招
聘
し
（
再
掲
），

入
学
試
験
に
お
け
る
審
査
を
委
嘱
し
た
。
ま
た
，
入

学
試
験
の
結
果
，
令
和

3
年
度
に
は
修
士
課
程
器
楽
専
攻
に

1
名
の
ユ
ー
フ
ォ

ニ
ア
ム
専
攻
生
が
入
学
す
る
こ
と
が
決
定
し
，
新
た
に
採
用
す
る
非
常
勤
講
師

と
と
も
に
外
囿
氏
が
実
技
レ
ッ
ス
ン
の
指
導
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま

た
，
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
専
攻
生
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
整
備
し
た
。
 

Ⅲ
 

 

 

（
ウ
）
成
績
評
価
，
学
位
授
与
を
行
う
た
め
の
取
組
 

中 期 計 画  

成
績
評
価
基
準
及
び
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
く
学
位
授
与
基
準
に
つ
い
て
検
証
し
，
必
要
に

応
じ
て
改
善
を
行
う
と
と
も
に

学
修
の
成
果
の
把
握
に
努
め
る
。
 

 

№
 

年
度
計

画
 

計
画

の
実
施
状

況
等
 

（
参
考
）
 

自
己
評
価
 

進
捗

状
況
に
関

す
る
コ

メ
ン
ト
等
 

1
5 

学
部
・
研
究
科
修
士
課
程
に
お
け
る
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
を
活
用
し
，
学
修
成
果
の
検
証
・
把
握
を
行
う
。
 

【
令
和

2
年
度
の
対
象
】
 

音
楽
学
部
：「

重
唱
」
，「

オ
ペ
ラ
実
習
」
 

音
楽
研
究
科
修
士
課
程
：「

オ
ペ
ラ
演
習
」
 

「
重
唱
」
及
び
「
オ
ペ
ラ
実
習
」
の
受
講
者
を
対
象
に
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
。
前
期
に
実
施
し
た
遠
隔
授
業
に
関
し
て
，「

タ
イ
ム
ラ
グ
に
よ
る
音
の

ず
れ
が
発
生
す
る
た
め
，
オ
ペ
ラ
関
係
の
授
業
を
遠
隔
で
実
施
す
る
こ
と
は
難

し
い
」
と
い
う
意
見
が
多
く
得
ら
れ
た
一
方
，
後
期
に
実
施
し
た
対
面
授
業
で

は
，「

感
染
対
策
に
配
慮
し
な
が
ら
授
業
が
実
施
さ
れ
た
」
と
い
う
意
見
が
大
半

Ⅲ
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を
占
め
た
。（

再
掲
）
 

ま
た
，
音
楽
研
究
科
で
は
，「

オ
ペ
ラ
演
習
」
の
受
講
者
を
対
象
に
授
業
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
，
前
期
に
実
施
し
た
遠
隔
授
業
に
関
し
て
，「

タ
イ
ム
ラ
グ
に

よ
る
音
の
ず
れ
が
あ
っ
た
」「

演
技
指
導
は
遠
隔
で
は
難
し
い
」
と
い
う
意
見
が

寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
，
2
月
に
開
催
さ
れ
た
大
学
院
オ
ペ
ラ
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
に

関
し

て
は

，
「

制
約

が
あ

る
中

で
も

成
果

発
表

の
場

が
あ

っ
た

こ
と

は
よ

か
っ

た
」
と
い
う
意
見
が
あ
る
一
方
，
少
数
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
で
演
奏
会
を
開

催
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
疑
問
も
寄
せ
ら
れ
た
。（

再
掲
）
 

音
楽
学
部
・
音
楽
研
究
科
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
に
つ
い
て
は
，
次
年
度
の
教

務
委
員
会
で
改
め
て
確
認
し
，
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
授
業
や
演
奏
会
の
実
施
方

法
の
検
討
に
役
立
て
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 

 

（
エ
）
よ
り
優
秀
な
学
生
の
確
保
に
向
け
た
取
組
 

中 期 計 画  

入
学
者
受
入
方
針
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
）
に
基
づ
き
，
芸
術
の
専
門
教
育
を
受
け
る
に
ふ

さ
わ
し
い
適
性
や
能
力
，
意
欲

を
，
多
面
的
・
総
合
的
に
判
断
す
る
入
学
者
選
抜
を
実
施
す
る
と
と
も
に
，
効
果
的
な
入
試
情
報
の
発
信
を
図
る
。
 

 

№
 

年
度
計

画
 

計
画

の
実
施
状

況
等
 

（
参
考
）
 

自
己
評
価
 

進
捗

状
況
に
関

す
る
コ

メ
ン
ト
等
 

1
6 

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
実
施
に
伴
う
成
績
提
供
方
法
の
変

更
に
対
応
で
き
る
よ
う
，
学
籍
管
理
を
中
心
と
し
た
大
学
業
務

を
効

率
化

す
る

新
教

務
シ

ス
テ

ム
の

運
用

に
向

け
て

準
備

す

る
。
 

新
学
務
シ
ス
テ
ム
の
入
試
管
理
機
能
の
仕
様
に
つ
い
て
検
討
し
，
9
月
に
実
施

し
た
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
募
集
に
よ
り
納
入
業
者
を
決
定
し
た
。
令
和

3
年
度
の

シ
ス
テ
ム
導
入
に
向
け
て
要
件
定
義
を
行
っ
た
。
 

Ⅲ
 

 

1
7 

入
試
制
度
の
検
証
・
見
直
し
と
新
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
入

試
実
施
方
法
の
検
討
を
行
う
。
 

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
，
入
試
制
度
そ
の
も
の

の
変
更
も
含
め
て
入
試
委
員
会
に
お
い
て
議
論
を
重
ね
，
安
全
の
確
保
の
徹
底

を
前
提
と
す
る
こ
と
と
し
，
現
行
の
入
試
制
度
の
下
で
感
染
対
策
を
講
じ
た
う

え
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

・
 
美
術
学
部
入
試
に
お
い
て
は
，
受
験
教
室
で
の
密
を
避
け
る
た
め
，
新
た
に

体
育
館
を
試
験
会
場
と
す
る
こ
と
と
し
，
照
明
や
ト
イ
レ
，
暖
房
な
ど
必
要
な

対
策
を
講
じ
た
。
 

Ⅲ
 

 

- 17 -



 
 

 

 

・
 
美
術
修
士
，
博
士
の
入
試
は
，
遠
隔
で
実
施
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
，
作
品

の
提
出
は
全
て
郵
送
ま
た
は
デ
ー
タ
の
送
付
に
よ
る
こ
と
と
し
た
。
 

・
 
音
楽
学
部
，
大
学
院
修
士
，
博
士
入
試
に
つ
い
て
は
，
対
面
に
よ
る
採
点
が

不
可
欠

で
あ
る
こ
と
か
ら
，
試
験
会
場
や
控
室
な
ど
の
換
気
や
消
毒
を
徹
底

す
る
と
と
も
に
，
新
た
に
旧
音
楽
高
校
を
試
験
会
場
と
す
る
な
ど
，
感
染
症
対

策
を
講
じ
た
う
え
で
実
施
し
た
。
ま
た
，
音
楽
学
部
の

2
次
試
験
に
お
い
て

は
，
副
科
ピ
ア
ノ
の
試
験
を
ビ
デ
オ
審
査
で
行
う
こ
と
と
し
た
。
 

1
8 

入
試
広
報
の
検
証
と
見
直
し
を
行
う
。
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
，
入
試
説
明
会
が
中
止
と
な
る

な
ど
，
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
広
報
活
動
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
た
。
特
に
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ
い
て
は
，
来
場
者
を
大
学
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
の
判
断
の
下
，
ウ
ェ
ブ
で
開
催
す
る
こ
と
と
し
，
美
術
学
部
・
音
楽
学
部
共
通

の
特
設
サ
イ
ト
を
作
成
・
公
開
し
た
。
ウ
ェ
ブ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
閲
覧
者

数
は
，
美
術

2
,9
01

名
，
音
楽

63
1
名
と
な
り
，
海
外
を
含
め
遠
方
の
居
住
者

の
閲
覧
な
ど
，
例
年
よ
り
も
広
い
範
囲
に
情
報
発
信
が
で
き
た
。
 

美
術
学

部
に
お
い
て
は
，
専
攻
ご
と
に
工
夫
を
こ
ら
し
動
画
を
作
成
す
る
な

ど
，
受
験
生
へ
効
果
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
に
取
り
組
ん
だ
。
音
楽
学
部
で

は
，
昨
年
ま
で
行
っ
て
い
た
模
擬
授
業
の
見
学
は
規
模
を
縮
小
し
て
大
学
構
内

で
実
施
し
，
遠
隔
と
対
面
を
組
み
合
わ
せ
る
形
で
本
学
の
魅
力
の
発
信
に
取
り

組
ん
だ
。
 

Ⅲ
 

 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

た

め
，

ウ
ェ

ブ
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

を
開

催

し
，

海
外

を
含

め
遠

方
の

居
住

者
の

閲
覧

な

ど
，
例
年
よ
り
も
広
い
範
囲
に
情
報
発
信
を
行

っ
て
い
る
点
が
評
価
で
き
る
。
多
く
の
方
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
良
い
機
会
な
の
で
，

継
続
さ
れ
た
い
。
 

1
9 

令
和

4
年
度
を
目
途
に
実
施
さ
れ
る
調
査
書
の
電
子
化
に
合

わ
せ
て
，
ウ
ェ
ブ
出
願
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
 

ウ
ェ
ブ
出
願
シ
ス
テ
ム
の
価
格
・
仕
様
等
に
つ
い
て
調
査
し
，
費
用
対
効
果
の

観
点
か
ら
，
志
願
者
の
多
い
学
部
入
試
を
対
象
に
導
入
す
る
方
向
で
検
討
を
進

め
た
。
令
和

4
年
度
（
令
和

3
年
度
実
施
）
学
部
入
試
か
ら
導
入
す
る
た
め
，
令

和
3
年
度
初
め
に
入
札
を
実
施
し
，
納
入
業
者
を
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。
 

Ⅲ
 

 
 

2
0 

美
術
研
究
科
本
科
留
学
生
制
度
※
の
廃
止
(
令
和

4
年
以
降
)

に
伴
い
，
美
術
研
究
科
修
士
課
程
学
生
募
集
要
項
に
外
国
人
留

学
生
の
出
願
に
つ
い
て
の
案
内
を
明
記
し
周
知
に
努
め
る
。
 

※
 
本
科
留
学
生
制
度
と
は
，
学
位
に
関
係
の
な
い
研
究
留
学
生
と
し

て
在
籍
す
る
学
生
が
本
科
留
学
生
選
抜
試
験
を
受
験
し
，
正
規
の
修

士
課
程
に
進
学
す
る
制
度
。
近
年
，
一
般
選
抜
で
受
験
す
る
外
国
人

大
学
院

美
術
研
究
科
の
外
国
人
研
究
留
学
生
募
集
要
項
に
，
研
究
留
学
生
採

用
後
に
修
士
課
程
へ
進
学
す
る
場
合
，
本
科
留
学
生
制
度
で
は
な
く
一
般
選
抜

に
出
願
す
る
こ
と
を
明
記
し
た
。
 

※
 
令
和

3
年
度
美
術
研
究
科
修
士
課
程
学
生
募
集
要
項
は
，
令
和

3
年
度
入
試
を
受
験

す
る
留
学
生
向
け
の
要
項
で
あ
り
，
研
究
留
学
生
募
集
要
項
に
出
願
に
つ
い
て
の
案
内

を
記
載
し
た
ほ
う
が
制
度
変
更
の
影
響
を
受
け
る
留
学
生
に
周
知
し
や
す
い
た
め
，
記

Ⅲ
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留
学
生
も
増
加
し
て
お
り
，
学
位
の
取
得
で
き
る
修
士
課
程
へ
の
進

学
は
一
般
選
抜
の
み
と
し
，
研
究
留
学
生
は
学
位
を
必
要
と
せ
ず
自

身
の
研
究
を
深
め
た
い
人
の
た
め
の
制
度
と
し
て
，
違
い
を
明
確
に

す
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
多
様
な
人
材
を
確
保
し
，
大
学
の
教
育
研

究
活
動
の
よ
り
一
層
の
活
性
化
を
目
指
す
。
 

載
す
る
要
項
を
見
直
し
た
。
 

上
記
の
と
お
り
，
本
科
留
学
生
制
度
へ
の
出
願
を
廃
止
す
る
こ
と
に
伴
い
，
令

和
4
年
度
（
令
和

3
年
度
実
施
）
入
試
か
ら
留
学
生
の
日
本
語
能
力
の
確
認
方

法
を
変
更
す
る
こ
と
を
令
和

3
年
度
（
令
和

2
年
度
実
施
）
美
術
研
究
科
修
士

課
程
学
生
募
集
要
項
に
予
告
し
た
。
 

・
 
変
更
前
：
研
究
留
学
生
の
み
，
独
自
の
日
本
語
試
験
を
実
施
す
る
 

・
 
変
更
後
：
一
般
選
抜
に
出
願
す
る
留
学
生
に
つ
い
て
，
日
本
語
能
力
試
験

N
2

以
上
の
合
格
を
出
願
条
件
と
す
る
 

  

第
１
 
大
学
の
教
育
研
究
等
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
 

１
 
教
育
に
関
す
る
目
標
 

⑵
 
教
育
環
境
等
の
向
上
に
関
す
る
目
標
 

中 期 目 標  

芸
術
教
育
の
特
性
を
踏
ま
え
，
教
員
の
資
質
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
，
学
生
の
自
主
的
な
学
び
を
促

進
す
る
環
境
を
充
実
さ
せ
る
な

ど
，
専
門
的
な
教
育
研
究
環
境
の
確
保
を
図
る
。

 

ま
た
，
専
門
的
な
教
育
研
究
を
一
層
深
め
，
幅
広
い
教
養
を
身
に
つ
け
る
た
め
，
大
学
の
ま
ち
京
都
の

特
性
を
生
か
し
，
他
大
学
と
も

連
携
し
，
学
び
の
場
の
充
実
を
図
る
。

 

 

第
１
 
大
学
の
教
育
研
究
等
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
と
る
べ
き
措
置
 

１
 
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置
 

⑵
 
教
育
環
境
等
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

ア
 
教
育
の
実
施
体
制
の
充
実
に
向
け
た
取
組
 

中 期 計 画  

本
学
の
理
念
に
沿
っ
た
質
の
高
い
教
育
を
実
施
す
る
た
め
，
指
導
体
制
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
，

教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
研
究
と
実
践
に
取
り
組
む
。
ま
た
，
大
学
移
転
を
見
据
え
，
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
を
は
じ
め
，
他
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
教
育

の
実
施
体
制
の
充
実
を
検
討
す
る
。
 

 

№
 

年
度
計

画
 

計
画

の
実
施
状

況
等
 

（
参
考
）
 

自
己
評
価
 

進
捗

状
況
に
関

す
る
コ

メ
ン
ト
等
 

2
1 

質
の
高
い
教
育
を
実
施
す
る
た
め
，
非
常
勤
講
師
等
の
職
務

内
容
に
見
合
っ
た
区
分
の
在
り
方
な
ど
，
指
導
体
制
の
充
実
・

整
備
に
向
け
引
き
続
き
検
討
を
行
う
。
 

美
術
学
部
で
は
，
令
和
元
年
度
に
議
論
し
た
，
成
績
区
分
に
関
与
し
な
い
新
た

な
非
常
勤
講
師
区
分
の
基
礎
報
酬
ラ
ン
ク
設
定
に
つ
い
て
，
教
育
研
究
審
議
会

へ
提
案
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
，
全
学
的
な
運
用
に
そ
ぐ
わ
な
い
側
面
が
あ
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
た
た
め
，
T
A（

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
な
ど
美
術
学

部
の
要
請
も
満
た
し
つ
つ
，
よ
り
一
般
的
な
職
種
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
す
る

方
向
性
と
な
っ
た
。
 

Ⅲ
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ま
た
，

教
職
課
程
研
究
室
の
非
常
勤
嘱
託
員
を
音
楽
学
部
の
非
常
勤
講
師
と

し
て

1
0
月
か
ら
採
用
し
，
教
育
実
習
や
介
護
等
体
験
等
に
係
る
学
生
へ
の
指
導

を
可
能
に
す
る
こ
と
に
よ
り
，
教
職
課
程
研
究
室
の
体
制
を
強
化
し
た
。
 

2
2 

他
の
音
楽
系
大
学
と
協
力
し
た
演
奏
会
等
を
継
続
し
て
開
催

す
る
。
 

【
開
催
予
定
の
演
奏
会
】
 

・
 
関
西
の
音
楽
大
学
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
5
月
）
 

・
 
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
夕
べ
（
6
月
）
 

・
 
関
西
の
音
楽
大
学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
9

月
）
 

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
，
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
実
行

委
員
会
に
お
い
て
，
本
学
代
表
の
委
員
も
加
わ
り
対
応
を
議
論
し
た
結
果
，「

関

西
の
音
楽
大
学
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
，
「
第

41
回
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
の
夕

べ
」，
「
第

1
0
回
関
西
の
音
楽
大
学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
開
催

を
中
止
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
，
今
後
も
継
続
し
て
実
施
す
べ
く
，
検
討
を
続
け

る
こ
と
を
確
認
し
た
。
 

Ⅲ
 

 

2
3 

芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
会
，
重
点
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
学
生
参
加
者
の
増
加
を
図
る
な
ど
，
セ

ン
タ
ー
と
し
て
教
育
に
関
わ
る
活
動
を
引
き
続
き
積
極
的
に
推

進
す
る
。
 

令
和

2
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
と
し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
会
に
つ
い
て
，
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び

S
N
S
で
広

く
周
知
を
行
っ
た
こ
と
に
加
え
，
定
員
制
（
5
0
名
)
で
開
催
し
た
「
歴
史
的
音
源

で
検
証
す
る

2
0
世
紀
ピ
ア
ノ
黄
金
期
の
音
色
」
の
レ
ク
チ
ャ
ー
で
は
，
学
生
枠

(
30

名
)
を
設
定
し
，
授
業
で
参
加
を
呼
び
か
け
，
3
0
名
の
学
生
が
参
加
し
た
。
 

ま
た
，
美
術
学
部

1
回
生
を
対
象
と
し
た
「
総
合
基
礎
実
技
」
の
授
業
で
芸
術

資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
の
専
任
教
員
が
「
発
掘
・
測
定
・
漂
流
・
置
換
と
リ
サ
ー
チ
」

と
題
し
て
リ
サ
ー
チ
の
方
法
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
っ
た
。
 

Ⅲ
 

 

 

イ
 
教
育
研
究
に
必
要
な
環
境
等
の
充
実
に
向
け
た
取
組
 

中 期 計 画  

学
生
の
自
主
的
な
学
び
の
促
進
は
も
と
よ
り
，
質
の
高
い
教
育
研
究
水
準
の
維
持
・
確
保
に
必
要
な
機

器
等
の
更
新
・
充
実
を
図
る
と

と
も
に
，
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
後
の
教
育
研
究
環
境
の
在
り
方
も
見
据
え
た
う
え
で
，
優
れ
た
芸
術
活
動
の
実
践
や
新
た
な
芸
術
表
現
の
創

出
に
資
す
る
高
機
能
な
機
材
等
の
導
入
な
ど
，
教
育
施
設
・
環
境
の
整
備
改
善
に
努
め
る
。
 

 

№
 

年
度
計

画
 

計
画

の
実
施
状

況
等
 

（
参
考
）
 

自
己
評
価
 

進
捗

状
況
に
関

す
る
コ

メ
ン
ト
等
 

2
4 

大
学
所
有
の
楽
器
や
機
材
を
は
じ
め
，
教
育
研
究
に
必
要
な

設
備
・
備
品
の
更
新
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
，
移
転
を
見
据
え
た
新

た
な
機
器
の
導
入
な
ど
，
教
育
施
設
・
環
境
の
整
備
充
実
に
努

め
る
。
 

移
転
も
見
据
え
，
設
備
や
楽
器
，
機
材
の
購
入
及
び
修
理
を
行
い
，
良
好
な
教

育
環
境
の
構
築
に
努
め
た
。
 

【
主
な
実
績
】
 

≪
美
術
≫
 

Ⅳ
 

遠
隔

授
業
の

た
め

の
W
i-
Fi

環
境

の
整

備

や
，
対
面
で
の
実
技
授
業
を
実
施
す
る
た
め
，

講
義

室
の

実
技

室
へ

の
転

換
に

伴
う

特
殊

排

水
設
備
や
換
気
設
備
の
整
備
な
ど
，
新
型
コ
ロ
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・
大
型
製
版
機
 

・
電
熱
式
捺
染
台
 

 ≪
音
楽
≫
 

・
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
 
2
台
 

・
テ
ィ
ン
パ
ニ
 

・
ピ
ッ
コ
ロ
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
 

・
コ
ン
サ
ー
ト
マ
リ
ン
バ
 

・
グ
ラ
ン
ド
ハ
ー
プ
 

・
小
型
打
楽
器
及
び
打
楽
器
演
奏
用
物
品
 

・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
者
用
椅
子
 
2
2
脚
 

ま
た
，
令
和

2
年
度
は
，
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
緊
急
事
態

宣
言
に
伴
い
，
前
期
は
対
面
で
の
授
業
を
ほ
と
ん
ど
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
後
期
か
ら
は
，
感
染
症
対
策
を
行
っ
た
う
え
で
実
技
授
業
を
対
面

で
実
施
す
る
こ
と
を
優
先
し
，
学
科
の
授
業
は
引
き
続
き
遠
隔
で
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
，
学
科
の
教
室
を
美
術
の
実
技
の
教
室
と
し
て
利
用
す

る
た
め
の
特
殊
排
水
設
備
の
整
備
，
網
戸
や
換
気
設
備
の
整
備
，
学
科
の
遠
隔
授

業
を
受
講
す
る
た
め
の

W
i
-F
i
環
境
の
整
備
な
ど
様
々
な
整
備
を
行
っ
た
。
ま

た
，
音
楽
学
部
に
お
い
て
は
，
レ
ッ
ス
ン
室
や
練
習
室
な
ど
で
の
網
戸
の
整
備
や

サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
の
設
置
，
飛
沫
防
止
用
パ
ネ
ル
の
制
作
な
ど
，
学
生
が
安
心
し

て
授
業
に
集
中
で
き
る
環
境
整
備
に
全
学
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
だ
。
 

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

が
拡

大
す

る
状

況
に

お

い
て
も
，
学
生
が
安
心
し
て
授
業
に
集
中
で
き

る
環

境
整

備
に

全
力

を
挙

げ
て

取
り

組
ん

だ

点
が
評
価
で
き
る
。
 

2
5 

教
員
の
た
め
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
つ
い
て
，
情
報
管
理
シ

ス
テ
ム
管
理
委
員
会
を
中
心
に
検
討
を
進
め
，
内
容
の
充
実
を

図
る
。
 

教
員
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
，
会
議
日
程
や
様
式
集
，
規

定
集
，
学
内
連
絡
先
等
の
情
報
に
加
え
，
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
設
け
て
，
大
学
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
大
学
施
設
等
の
使
用
指

針
，
感
染
予
防
啓
発
資
料
等
を
掲
載
し
，
コ
ロ
ナ
対
策
に
関
す
る
情
報
を
適
宜
参

照
で
き
る
よ
う
整
備
し
た
。
ま
た
，
特
別
研
究
助
成
の
公
募
情
報
や
大
学
会
館
交

流
室
の
施
設
予
約
状
況
を
公
開
す
る
な
ど
，
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
を
図
っ
た
。
 

Ⅲ
 

 

2
6 

令
和

3
年

度
稼

働
予

定
の

新
た

な
教

務
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
，
現
行
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
の
円
滑
な
移
行
及
び
大
学
入
学

新
学
務

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
，
複
数
の
業
者
か
ら
の
提
案
を
事
務
局
の
多
く

の
職
員
が
聞
く
機
会
を
設
け
，
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
把
握
し
た
う
え
で
プ
ロ
ポ

Ⅲ
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 共
通
テ
ス
ト
に
対
応
し
た
入
試
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
等
と
の
連

携
を
行
う
な
ど
，
稼
働
に
必
要
な
導
入
準
備
を
行
う
。
 

ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
導
入
事
業
者
を
決
定
し
た
。
決
定
後
は
，
令
和

3
年
度
か

ら
の
円
滑
な
導
入
に
向
け
て
，
関
係
す
る
各
担
当
に
お
い
て
事
業
者
と
の
綿
密

な
協
議
を
行
っ
た
。
 

2
7 

芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
，
デ
ジ
タ
ル
資
源
の
適

正
な
保
管
・
共
有
方
法
等
に
関
す
る
調
査
・
検
討
を
基
に
，
外

部
資
金
等
を
活
用
し
て
，
検
討
内
容
の
検
証
実
験
に
向
け
た
調

整
等
を
行
う
。
 

外
部
資

金
は
獲
得
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
，
デ
ジ
タ
ル
資
源
の
長
期
的
な
保

管
方
法
に
つ
い
て
，
3
5
ミ
リ
の
ポ
リ
エ
ス
タ
ー
ベ
ー
ス
フ
ィ
ル
ム
に
大
量
の
画

像
や
文
字
デ
ー
タ
を
極
小
に
縮
小
し
て
焼
き
付
け
，
1
0
00

年
先
ま
で
ア
ー
カ
イ

ブ
デ
ー
タ
を
残
す
と
い
う
技
術
を
持
つ
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の

p
i
ql
（
ピ
ク
ル
）
社
と

協
議
を
行
い
，
芸
術
資
源
の
長
期
保
存
に
つ
い
て
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
後
も
継
続
的
に
協
議
し
て
い
く
。
 

ま
た
，
分
散
型
ア
ー
カ
イ
ブ
（
中
央
管
理
す
る
の
で
は
な
く
，
個
別
の
部
署
で

作
品
を
保
存
し
，
そ
の
メ
タ
デ
ー
タ
を
集
中
管
理
す
る
こ
と
で
，
研
究
機
関
を
超

え
て
ア
ー
カ
イ
ブ
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
仕
組
み
）
に
つ
い
て
，
現
キ
ャ
ン

パ
ス
の
写
真
ア
ー
カ
イ
ブ
を
作
成
す
る
「
沓
掛
ア
ー
カ
イ
ブ

2
0
23
」
の
実
践
を

通
し
て
，
デ
ー
タ
の
保
存
方
法
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

Ⅲ
 

 

  

第
１
 
大
学
の
教
育
研
究
等
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
 

１
 
教
育
に
関
す
る
目
標
 

⑶
 
学
生
の
支
援
に
関
す
る
目
標
 

中 期 目 標  

ア
 
学
生
一
人
ひ
と
り
の
学
習
，
研
究
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
，
心
身
と
も
に
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
れ
る
よ
う
，
き
め
細
か

な
支
援
を
充
実
さ
せ
る
。

 

イ
 
芸
術
家
へ
の
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
や
企
業
等
へ
の
就
職
支
援
に
つ
い
て
，
在
学
生
の
み
な
ら
ず
卒
業
生
も
対
象
に
，
個
々
の
状
況

に
応
じ
た
支
援
を
充
実
さ
せ
る
。

 

 

第
１
 
大
学
の
教
育
研
究
等
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
と
る
べ
き
措
置
 

１
 
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置
 

⑶
 
学
生
の
支
援
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

ア
 
学
生
生
活
充
実
の
た
め
の
取
組
 

中 期 計 画  

学
生
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
な
が
ら
，
学
生
生
活
の
充
実
を
図
る
た
め
に
，

学
生
の
自
主
的
な
学
内
外
で
の

活
動
支
援
や
，
心
身
の
健
康
保
持
，
経
済
面
で
の
支
援
を
強
化
す
る
。
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№
 

年
度
計

画
 

計
画

の
実
施
状

況
等
 

（
参
考
）
 

自
己
評
価
 

進
捗

状
況
に
関

す
る
コ

メ
ン
ト
等
 

2
8 

教
職
員
，
学
生
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
），

保
健
室
（
保
健

師
）
の
密
接
な
連
携
と
情
報
の
共
有
等
に
よ
り
，
心
身
と
も
に

健
康
な
学
生
生
活
を
引
き
続
き
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
 

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
る
学
生
の
不
安
に
対
応
す
る
た

め
，
登
校
禁
止
期
間
中
も
電
話
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
遠
隔
で
の
学
生
相
談
を

実
施
し
，
ま
た
，
学
生
相
談
室
の
開
室
時
間
を

1
0
月
以
降
は
週

3
時
間
増
加
さ

せ
る
な
ど
の
充
実
を
図
っ
た
。
 

Ⅳ
 

 

2
9 

安
心
安
全
で
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
れ
る
よ
う
，
学
生
向

け
の

A
E
D
講
習
，
防
犯
講
習
，
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

講
習
を
年

1
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
，
警
察
や
弁
護
士
会
，

司
法
書
士
会
等
の
外
部
の
団
体
と
連
携
し
，
防
犯
講
習
や
学
生

生
活
を
送
る
う
え
で
必
要
と
な
る
法
律
知
識
な
ど
を
身
に
つ
け

る
講
習
を
開
催
す
る
。
ま
た
，
地
震
防
災
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

活
用
し
，
防
災
知
識
の
周
知
を
図
る
。
 

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
多
人
数
を
集
め
る
形
の
研
修
等

の
開
催
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
，
4
月
の
全
体
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や

A
ED

講
習
，
防
犯
講
習
，
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
講
習
等
に
つ
い
て
は
，

講
演
形
式
に
代
え
て
説
明
資
料
を
学
生
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
こ
と
に

よ
り
，
そ
の
内
容
の
周
知
を
図
っ
た
。
ま
た
，
新
入
生
全
員
に
地
震
防
災
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
配
付
し
，
防
災
知
識
の
周
知
を
図
っ
た
。
 

Ⅲ
 

 

3
0 

外
部
の
奨
学
金
等
の
応
募
を
支
援
す
る
た
め
，
情
報
を
整
理

し
，「

学
生
生
活
の
手
引
き
」
等
に
掲
載
す
る
。
ま
た
，
高
等
教

育
の
修
学
支
援
新
制
度
に
基
づ
く
給
付
奨
学
金
及
び
授
業
料
減

免
の
制
度
に
つ
い
て
，
支
援
を
必
要
と
す
る
学
生
に
対
す
る
周

知
を
徹
底
し
て
行
う
と
と
も
に
，
新
制
度
の
円
滑
な
実
施
に
取

り
組
む
。
 

外
部
の

奨
学
金
等
の
応
募
を
支
援
す
る
た
め
，
奨
学
金
等
に
関
す
る
情
報
を

整
理
し
，「

学
生
生
活
の
手
引
き
」
及
び
学
生
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
掲
載
し
た
。
 

ま
た
，

高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
に
基
づ
く
給
付
奨
学
金
及
び
授
業
料

減
免
の
制
度
に
つ
い
て
，
学
生
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
の
掲
示
，
個
別
の
メ
ー
ル
及

び
電
話
で
の
周
知
に
取
り
組
み
，
円
滑
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

Ⅲ
 

 

3
1 

「
京
芸
友
の
会
」「

未
来
の
芸
術
家
支
援
の
れ
ん
百
人
衆
」
に

寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
を
活
用
し
，
学
生
の
自
主
的
な
発
表
活
動

な
ど
を
支
援
す
る
。
 

「
京
芸
友
の
会
」
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
か
ら
，
大
学
公
認
の
ク
ラ
ブ
に
助
成

し
，
三
味
線
ケ
ー
ス
等
の
購
入
に
活
用
さ
れ
た
。
 

ま
た
，「

未
来
の
芸
術
家
支
援
の
れ
ん
百
人
衆
」
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
を
活

用
し
，
応
募
が
あ
っ
た

1
8
件
全
て
（
応
募
総
数

2
0
件
，
う
ち
審
査
前
辞
退

1

件
，
審
査
後
辞
退

1
件
）
の
学
生
及
び
学
生
団
体
に
対
し
，
自
主
的
な
展
覧
会
や

演
奏
会
の
開
催
経
費
等
を
助
成
す
る
こ
と
を
決
定
し
，
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
，

発
表
を
続
け
よ
う
と
す
る
学
生
の
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
た
。
 

 

Ⅲ
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イ
 
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
た
め
の
取
組
 

中 期 計 画  

社
会
情
勢
を
踏
ま
え
な
が
ら
，
多
様
な
生
き
方
の
提
示
や
社
会
と
の
結
び
つ
き
の
場
の
創
出
な
ど
を
通

じ
て
，
学
生
自
身
が
進
路
を
考

え
て
選
択
す
る
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
，
在
学
中
の
み
な
ら
ず
卒
業
後
も
対
象
に
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
支
援
の

取
組
を
充
実
す
る
。
 

【
数
値
目
標
①
】
 

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
講
習
会
等
の
実
施
回
数
 
４
０
回
／
年
 
⇒
 
【
令
和
２
年
度
実
績
】
 
４
２
回
 

 

№
 

年
度
計

画
 

計
画

の
実
施
状

況
等
 

（
参
考
）
 

自
己
評
価
 

進
捗

状
況
に
関

す
る
コ

メ
ン
ト
等
 

3
2 

各
学

部
と

連
携

し
，

1
0
年

前
の

卒
業

生
を

招
い

た
講

演
会

「
1
0
年
後
の
京
芸
生
」
等
に

1
回
生
か
ら
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
る
機
会
を
設
け
，
学
生
自
身
が
初
年
度
か
ら
進
路
を
考
え
る

一
助
と
な
る
場
を
提
供
す
る
。
ま
た
，「

1
0
年
後
の
京
芸
生
」
に

つ
い
て
は
，
過
年
度
開
催
分
を
含
む
開
催
結
果
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
周
知
し
，
開
催
内
容
を
常
時
閲
覧
可
能
な
状
態
に
す
る
。
 

様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
卒
・
修
了
生
を
招
き
，
在
学
生
に
多
様
な
進
路
を
提

示
す
る
講
演
会
「
1
0
年
後
の
京
芸
生
」
を
，
両
学
部
の
学
生
を
対
象
と
し
て
開

催
し
た
。
な
お
，
今
回
は
ウ
ェ
ブ
の
ラ
イ
ブ
配
信
で
開
催
す
る
と
と
も
に
（
参
加

者
数

4
1
人
），

収
録
し
た
講
演
内
容
を
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
視
聴
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
，
多
く
の
学
生
が
受
講
で
き
る
機
会
を
確
保
し
た
。
 

Ⅲ
 

 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
が

拡
大

し

て
い
る
状
況
に
お
い
て
も
，
在
学
生
に
多
様
な

進
路

を
提

示
す

る
た

め
ウ

ェ
ブ

に
よ

る
ラ

イ

ブ
配
信
を
開
催
す
る
な
ど
，
限
定
さ
れ
た
条
件

の
中
で
，
出
来
る
限
り
の
取
組
を
行
っ
て
い
る

点
が
評
価
で
き
る
。
 

3
3 

在
学
中
だ
け
で
な
く
，
卒
業
後
も
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
，
芸
術
活
動
・
就
職
活
動
の
垣
根
を
越
え
た
多
様
な
進

路
を
提
示
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
講
演
会
，
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を

開
催
す
る
と
と
も
に
，
卒
業
生
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
つ
な
が
る

活
動
に
取
り
組
む
。
 

コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
も
，
学
生
が
多
様
な
進
路
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
，
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
等
を
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
配
信
す
る
な
ど
し
て

4
2
回
開
催
し
た
。
ま
た
，
令
和
元
年
度
に
引
き
続
き
，
在
学
生
及
び
卒
業
生
の

芸
術
活
動
・
就
職
活
動
の
相
談
業
務
を
行
っ
た
ほ
か
，
外
部
か
ら
の
依
頼
演
奏
（
4

回
）
に
学
生
及
び
卒
業
生
が
協
力
し
た
。
さ
ら
に
，
制
作
活
動
や
就
職
活
動
で
必

須
と
な
る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
作
成
方
法
を
学
ぶ
「
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
講
座
」
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
講
し
，
学
生
が
社
会
に
対
し
て
自
分
自
身
を
ど
の
よ
う
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
の
か
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
た
。
 

【
セ
ミ
ナ
ー
等
の
主
な
実
績
】
 

・
 
単
独
企
業
説
明
会
（
1
1
回
）
 

・
 
合
同
企
業
研
究
会
（
3
回
) 

・
 
就
職
関
連
セ
ミ
ナ
ー
（
1
6
回
）
 

・
 
1
0
年
後
の
京
芸
生
（
1
回
）
 

・
 
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
講
座
（
3
回
）
 

 
他
 
8 
回
 

 

Ⅲ
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3
4 

学
生
の
就
職
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
強
化
す
べ
く
，
外
部

機
関
の
活
用
を
図
る
。
 

・
 
京
都
府
と
の
就
職
協
定
に
基
づ
く
活
動
 

・
 
公
的
就
職
支
援
機
関
（
京
都
市
わ
か
も
の
就
職
支
援
セ

ン
タ
ー
，
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
，
京
都
労
働
局
）
と
の
連

携
 

・
 
京
都
商
工
会
議
所
等
の
経
済
団
体
と
の
連
携
 

京
都
労
働
局
（
職
業
安
定
所
）
と
の
協
定
に
基
づ
き
，
専
門
相
談
員
の
出
張
相

談
会
を
毎
週

1
回
実
施
す
る
と
と
も
に
，
京
都
市
わ
か
も
の
就
職
支
援
セ
ン
タ

ー
と
連
携
し
，
京
都
市
内
の
企
業
等
を
招
い
て
，
オ
ン
ラ
イ
ン
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

や
業
界
研
究
会
を

5
回
開
催
し
た
。
 

さ
ら
に
，
6
月
と

8
月
に
京
都
府
と
京
都
府
内
企
業
へ
の
就
職
促
進
を
目
的
と

し
て
協
定
を
締
結
し
た
大
学
が
集
ま
る
京
都
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
協
議
会
に
参

画
し
，
京
都
府
内
の
企
業
に
よ
る
合
同
企
業
説
明
会
の
開
催
や
学
生
の
就
職
活

動
を
支
援
す
る
方
法
を
協
議
す
る
等
，
産
学
公
・
公
労
使
の
連
携
を
深
め
た
。
 

ま
た
，
京
都

7
大
学
・
企
業
人
事
・
産
学
連
携
担
当
者
情
報
交
換
会
に
も
参
画

し
，
企
業
と
の
交
流
を
図
っ
た
。
 

Ⅲ
 

 

  

第
１
 
大
学
の
教
育
研
究
等
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
 

２
 
研
究
に
関
す
る
目
標
 

⑴
 
研
究
水
準
及
び
研
究
の
成
果
等
に
関
す
る
目
標
 

中 期 目 標  

こ
れ
ま
で
の
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
，
京
都
特
有
の
歴
史
や
環
境
，
人
的
な
交
流
を
生
か
し
，
自
由
で
多

様
な
研
究
の
推
進
を
通
し
て
，

新
し
い
文
化
芸
術
の
可
能
性
を
追
求
す
る
。

 

ま
た
，
そ
の
研
究
成
果
を
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
で
，
京
都
は
も
と
よ
り
国
際
的
な
文
化
芸
術
の
振
興
・
発
展
に
寄
与
す
る
。

 

 

第
１
 
大
学
の
教
育
研
究
等
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
と
る
べ
き
措
置
 

２
 
研
究
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

⑴
 
研
究
水
準
及
び
研
究
の
成
果
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め

の
措
置
 

中 期 計 画  

教
員
の
自
由
で
多
様
な
研
究
の
更
な
る
推
進
を
図
り
，
そ
の
成
果
を
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
社
会
に
向
け
積
極
的
に
発
信
す
る
。
ま
た
，

海
外
の
大
学
と
の
交
流
強
化
を
推
進
す
る
。
 

日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
，
京
都
に
集
積
す
る
文
化
資
源
の
利
活
用
や
伝
統
文
化
に
関
す
る
研
究
機
関
等
と
の
交
流
・

連
携
を
通
じ
て
，
研
究
活
動
の
更
な
る
充
実
を
図
る
と
と
も
に
，
伝
統
音
楽
に
関
す
る
情
報
共
有
・
普
及
振
興
・
交
流
拠
点
と
し
て
の
機

能
を
高
め
る
。
 

芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
，
学
内
外
の
教
員
・
学
生
・
研
究
者
・
市
民
間
の
交
流
と
連
携

を
基
盤
と
し
つ
つ
，
創
造
的
活

動
を
生
み
出
す
芸
術
資
源
に
つ
い
て
の
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
成
果
を
広
く
社
会
・
市
民
に
発
信
し
共
有
す
る
。
 

【
数
値
目
標
②
】
 

科
研
費
の
申
請
件
数
 
１
０
０
件
（
６
年
間
）
 
⇒
 
【
令
和
２
年
度
実
績
】
 
１
８
件
（
累
計
 
６
６
件
）
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№
 

年
度
計

画
 

計
画

の
実
施
状

況
等
 

（
参
考
）
 

自
己
評
価
 

進
捗

状
況
に
関

す
る
コ

メ
ン
ト
等
 

3
5 

教
員
の
研
究
成
果
の
発
信
と
し
て
の
展
覧
会
，
演
奏
会
等
に

積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
，
そ
の
広
報
の
充
実
を
図
る
。
 

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
，
展
覧
会
や
演
奏
会
の
開
催

が
難
し
か
っ
た
も
の
の
，
制
約
が
あ
る
中
で
で
き
る
限
り
の
対
策
・
工
夫
を
し
な

が
ら
，
教
員
の
研
究
成
果
と
し
て
の
展
覧
会
や
演
奏
会
等
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
だ
。
 

ま
た
，

美
術
学
部
で
は
，
総
合
芸
術
学
専
攻
の
教
員
の
調
査
結
果
を
活
か
し

て
，
中
国
絵
画
を
テ
ー
マ
と
し
た
展
覧
会
「
南
宗
憧
憬
－
京
都
芸
大
の
中
国
絵
画
 

田
能
村
直
入
寄
贈
品
を
中
心
に
－
」
を
芸
術
資
料
館
で
開
催
し
，
会
期
中
に
日
本

画
・
総
合
芸
術
学
・
保
存
修
復
専
攻
の
教
員
に
よ
る
水
墨
画
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
実
施
し
，
8
9
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。
 

展
覧
会
，
演
奏
会
等
の
開
催
情
報
に
つ
い
て
は
，
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

S
N
S
等
を

活
用
し
積
極
的
に
発
信
し
た
。
 

【
H
P
で
の
イ
ベ
ン
ト
発
信
件
数
】
 

1
14

件
（
前
年

22
8
件
）
 

Ⅲ
 

 

3
6 

日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
，
他
の
研
究
機
関
等

と
の
共
同
研
究
・
共
同
企
画
を
通
じ
て
交
流
・
連
携
を
深
め
る
。 

【
交
流
・
連
携
予
定
の
研
究
機
関
等
】
 

・
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
 

・
武
漢
音
楽
学
院
 

・
山
東
大
学
芸
術
学
院
 

・
上
海
音
楽
学
院
 

・
華
東
師
範
大
学
 

・
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
 
等
 

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
，
海
外
渡
航
が
制
限
さ
れ
て

い
る
た
め
，
海
外
の
研
究
機
関
等
と
の
共
同
研
究
・
共
同
企
画
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
が
，
国
内
に
お
い
て
は
，
2
0
17

年
に
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
と
交
わ
し
た
「
学
術
交
流
・
協
力
に
関
す
る
基
本
協
定
」
に
つ
い
て
，
引
き

続
き
共
同
研
究
会
の
開
催
を
は
じ
め
，
研
究
・
教
育
活
動
全
般
に
お
け
る
学
術
交

流
・
協
力
を
一
層
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
，
9
月
に
協
定
の
更
新
を
行
っ

た
。
 

ま
た
，
今
後
の
研
究
活
動
の
更
な
る
充
実
,
伝
統
音
楽
に
関
す
る
情
報
共
有
・

普
及
振
興
・
交
流
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
高
め
る
た
め
の
活
動
を
行
う
べ
く
「
令

和
3
年
度
か
ら
の
特
色
あ
る
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
」
及
び
「
特
色
あ
る
共

同
研
究
拠
点
の
整
備
の
推
進
事
業
～
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
～
」
に
申
請
し
た
。 

Ⅲ
 

 

3
7 

芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
創
造
的
な

ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ
い
て
，
研
究
会
を
開
催
（
年

4
回
程
度
）
す

る
な
ど
，
理
論
と
実
践
に
つ
い
て
の
基
礎
研
究
に
引
き
続
き
取

り
組
む
。
ま
た
，
個
別
研
究
テ
ー
マ
ご
と
の
重
点
研
究
プ
ロ
ジ

「
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
〈
記
憶
機
関
〉
芸
術
／
大
学
に
お
け
る
図
書
館
・
美
術
館
・

ア
ー
カ
イ
ブ
」
を
テ
ー
マ
に
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

4
回
開
催

（
4
回
の
当
日
の
閲
覧
者
数
は
延
べ

1
00

回
，
3
月
末
ま
で
の
再
生
回
数
は
延
べ

8
2
8
回
)
し
，
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
会
の
内
容
を
受
け
た
形
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
オ

Ⅲ
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 ェ
ク
ト
に
つ
い
て
も
継
続
的
に
推
進
す
る
。
 

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
（
当
日
の
閲
覧
者
数
は

1
17

回
，
3
月
末
ま
で
の
再
生
回
数
は

延
べ

3
94

回
）
し
た
。
 

ま
た
，
上
記
の
テ
ー
マ
に
加
え
，
展
覧
会
を
 
3
60

度
の

VR
映
像
で
ア
ー
カ
イ

ブ
配
信
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
A
R
T3
60
°
」
に
つ
い
て
の
ア
ー
カ
イ
ブ
研

究
会
を

1
回
（
当
日
の
閲
覧
回
数

1
3
回
，
3
月
末
ま
で
の
再
生
回
数
は
延
べ

9
2

回
）
開
催
し
た
。
 

重
点
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
，
令
和
元
年
度
同
様
，
公
募
を
行
い
，

新
規
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

3
件
（「

歴
史
的
音
源
で
検
証
す
る

2
0
世
紀
ピ
ア
ノ

黄
金
期
の
音
色
」，
「
T
H
E
A
TR
E 
E
9 
K
Y
OT
O 
上
映
作
品
ア
ー
カ
イ
ブ
」，
「
映
像
配

信
の
ア
ー
カ
イ
ブ
実
験
室
」）

開
始
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

3
8 

令
和
元
年
度
に
整
備
し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
の
閲
覧
等
に
係
る
指

針
を
基
に
，
こ
れ
ま
で
重
点
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
成
し
た

ア
ー
カ
イ
ブ
を
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
内
で
公
開
す
る
方
法

の
検
討
及
び
目
録
作
成
等
の
準
備
を
進
め
る
。
 

重
点
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
成
し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
を
芸
術
資
源
研
究
セ
ン

タ
ー
内
で
公
開
す
る
た
め
に
，
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
設
計
に
向
け
て
，
令
和

3
年

度
か
ら
情
報
技
術
系
の
非
常
勤
研
究
員
を
募
集
す
る
こ
と
を

11
月
の
運
営
委
員

会
で
決
定
し
た
。
ま
た
，
こ
れ
ま
で
に
終
了
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
ー
カ
イ
ブ

目
録
の
作
成
を
開
始
す
る
と
と
も
に
，
現
在
進
行
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
「
研
究
計
画
書
」
を
毎
年
徴
し
，
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
管
理
を
行
え
る
よ
う

に
し
た
。
 

Ⅲ
 

 

  

第
１
 
大
学
の
教
育
研
究
等
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
 

２
 
研
究
に
関
す
る
目
標
 

⑵
 
研
究
へ
の
支
援
等
に
関
す
る
目
標
 

中 期 目 標  

学
生
及
び
教
員
が
研
究
に
邁
進
で
き
る
よ
う
，
個
人
研
究
や
共
同
研
究
の
内
容
に
即
し
た
研
究
支
援
の
充
実
を
図
る
。

 

 

第
１
 
大
学
の
教
育
研
究
等
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
と
る
べ
き
措
置
 

２
 
研
究
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

⑵
 
研
究
へ
の
支
援
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

中 期 計 画  

学
生
及
び
教
員
に
よ
る
研
究
活
動
の
充
実
を
目
指
し
，
学
内
に
お
け
る
研
究
環
境
の
整
備
に
努
め
る
。

ま
た
，
科
学
研
究
費
を
は
じ
め

と
す
る
外
部
資
金
制
度
の
活
用
促
進
を
図
る
た
め
に
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。
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№
 

年
度
計

画
 

計
画

の
実
施
状

況
等
 

（
参
考
）
 

自
己
評
価
 

進
捗

状
況
に
関

す
る
コ

メ
ン
ト
等
 

3
9 

本
学
独
自
の
特
別
研
究
助
成
を
継
続
す
る
と
と
も
に
，
科
学

研
究
費
を
は
じ
め
と
す
る
外
部
資
金
の
獲
得
・
活
用
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
な
ど
，
研
究
環
境
の
整
備
に
努
め
る
。
 

本
学
独

自
の
特
別
研
究
助
成
を
継
続
し
た
ほ
か
，
科
学
研
究
費
獲
得
を
促
進

す
る
た
め
，
申
請
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
ロ
バ
ス
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
㈱
の
支

援
を
試
験
的
に
導
入
し
，
外
部
資
金
獲
得
の
向
上
に
努
め
た
。
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
た
研
究
者
か
ら
は
，「

申
請
書
に
つ
い
て
客
観
的
な
意
見
を
も
ら
え
，
申
請

書
作
成
に
役
立
っ
た
」
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
 

ま
た
，

教
育
研
究
の
た
め
の
寄
付
金
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
奨
学
寄
付
金
制

度
を
整
備
し
た
。
 

【
特
別
研
究
助
成
の
採
択
結
果
】
 

・
 
採
択
件
数
：
1
2
件
 

・
 
採
択
金
額
：
7
,
99
1,
13
0
円
 

【
科
学
研
究
費
の
採
択
結
果
】
 

・
 
申
請
件
数
：
1
8
件
（
結
果
待
ち

2
件
含
む
。）

 

・
 
申
請
金
額
：
1
3
2,
76
5,
10
0
円
 

・
 
採
択
件
数
：
4
件
 

・
 
採
択
金
額
：
2
5
,0
90
,0
00

円
 

Ⅲ
 

 
科

学
研

究
費

の
申

請
実

績
が

少
な

い
研

究

者
等
が
積
極
的
に
申
請
で
き
る
よ
う
，
申
請
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
試
験
的
に
導
入
す
る
な
ど
，
獲

得
に

向
け

た
積

極
的

な
取

組
を

行
っ

て
い

る

点
が
評
価
で
き
る
。
 

  

第
１
 
大
学
の
教
育
研
究
等
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
 

３
 
そ
の
他
の
目
標
 

⑴
 
社
会
・
市
民
へ
の
教
育
研
究
の
成
果
の
還
元
に
関
す
る
目
標
 

中 期 目 標  

本
中
期
目
標
の
期
間
中
に
予
定
し
て
い
る
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
に
よ
り
，
市
民
が
大
学
に
触
れ
合
う
機
会

が
多
く
な
る
た
め
，
大
学
資
源

の
提
供
の
取
組
を
強
化
し
，
教
育
研
究
の
成
果
を
よ
り
積
極
的
に
地
域
社
会
に
還
元
す
る
。

 

 

第
１
 
大
学
の
教
育
研
究
等
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
と
る
べ
き
措
置
 

３
 
そ
の
他
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

⑴
 
社
会
・
市
民
へ
の
教
育
研
究
の
成
果
の
還
元
に
関
す
る
目
標
を
達

成
す
る
た
め
の
措
置
 

中 期 計 画  

大
学
が
有
す
る
知
的
資
源
を
活
用
し
，
広
く
社
会
に
対
し
て
芸
術
文
化
に
触
れ
合
う
機
会
を
提
供
し
，
幅
広
い
世
代
を
対
象
と
し
た
芸

術
文
化
の
振
興
に
貢
献
す
る
。
 

【
数
値
目
標
③
】
 

展
覧
会
・
演
奏
会
・
公
開
講
座
等
の
開
催
数
 
６
０
事
業
／
年
 
⇒
 
【
令
和
２
年
度
実
績
】
 
３
８
事
業
 

【
数
値
目
標
④
】
 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
＠
Ｋ
Ｃ
Ｕ
Ａ
の
入
場
者
数
 
２
２
，
０
０
０
人
／
年
 
⇒
 
【
令
和
２
年
度
実
績
】
 
８
，
０
７
２
人
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№
 

年
度
計

画
 

計
画

の
実
施
状

況
等
 

（
参
考
）
 

自
己
評
価
 

進
捗

状
況
に
関

す
る
コ

メ
ン
ト
等
 

4
0 

日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
，
共
同
研
究
会
な

ど
の
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
「
子
ど
も
に
対
す
る
伝
統
音
楽
の
教

育
方
法
」
を
引
き
続
き
取
り
上
げ
，
研
究
成
果
を
発
信
す
る
。
 

共
同
研
究
「
崇
仁
祭
囃
子
の
歴
史
と
伝
承
」
の
一
環
と
し
て
地
元
と
協
力
し
，

崇
仁
児
童
館
で

7
月
に
開
催
さ
れ
た
「
お
囃
子
体
験
教
室
」
に
参
加
す
る
と
と

も
に
，
毎
月
開
催
さ
れ
る
子
ど
も
向
け
の
練
習
会
を
補
佐
し
伝
承
に
努
め
た
。
ま

た
，
美
術
学
部
生
が
練
習
風
景
を
写
生
し
，
子
ど
も
た
ち
に
披
露
す
る
こ
と
で
美

術
へ
の
興
味
を
掻
き
立
て
た
。
 

ま
た
，
1
1
月

7
日
に
下
京
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
崇
仁
文
化
祭

に
お
い
て
崇
仁
お
囃
子
会
と
常
磐
津
の
共
演
及
び
復
活
演
目
試
演
を
解
説
付
き

で
披
露
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
研
究
成
果
と
継
承
活
動
の
発
信
を
行
っ
た
。
 

Ⅲ
 

 

4
1 

芸
術
資
料
館
収
蔵
品
に
関
す
る
研
究
成
果
を
発
信
す
る
た
め

の
企
画
展
示
を
実
施
す
る
。（

収
蔵
品
展

5
回
，
15
0
日
程
度
）
 

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
，
当
初
予
定
し
て
い
た
展
覧

会
の
一
部
が
開
催
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
，
感
染
症
対
策
を
万
全
に
し
た
う
え

で
，
3
回
（
計

15
3
日
）
の
収
蔵
品
展
を
開
催
し
，
計

1
,7
17

人
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
含
む
。）

の
来
場
者
が
あ
っ
た
。
 

9
月
か
ら

10
月
に
か
け
て
開
催
し
た
「
南
宗
憧
憬
－
京
都
芸
大
の
中
国
絵
画
 

田
能
村
直
入
寄
贈
品
を
中
心
に
－
」
で
は
，
日
本
画
・
総
合
芸
術
学
・
保
存
修
復

専
攻
の
教
員
に
よ
る
水
墨
画
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
，
8
9
人
の
参
加
者

が
あ
っ
た
。
 

Ⅲ
 

 

4
2 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
@
K
C
UA

に
お
い
て
，
引
き
続
き
企
画
展
，
申
請

展
な
ど
の
展
覧
会
を
開
催
す
る
。
 

【
実
施
予
定
の
展
覧
会
（
1
0
回
開
催
予
定
）】

 

・
 
企
画
展
（
4
回
），

申
請
展
（
4
回
），

芸
術
資
料
館
収
蔵
品

活
用
展
，
同
窓
会
展
 

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
，
当
初
予
定
し
て
い
た
展
覧

会
の
一
部
が
開
催
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
，
感
染
症
対
策
を
万
全
に
し
た
う
え

で
，
申
請
展

2
回
，
芸
術
資
料
館
収
蔵
品
展
や
企
画
展
等

6
回
の
展
覧
会
を
開

催
し
た
。
 

1
1
月
か
ら

12
月
に
か
け
て
開
催
し
た
「
バ
シ
ェ
音
響
彫
刻
 
特
別
企
画
展
」

で
は
，
コ
ン
サ
ー
ト
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
公
演
な
ど
の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
，
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
，
ま
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
「
京

都
子
ど
も
の
音
楽
教
室
」
の
児
童
が
参
加
す
る
な
ど
，
バ
シ
ェ
音
響
彫
刻
の
多
彩

な
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

【
開
催
実
績
】
 

開
催
日
数
合
計
：
2
28

日
間
，
来
場
者
数
合
計
：
8
,
07
2
人
 

・
 
京
芸
 
t
ra
ns
mi
t 
pr
og
ra
m 
20
2
0 

Ⅳ
 

 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

拡
大

に

よ
り
，
年
度
前
半
は
展
覧
会
等
を
開
催
で
き
な

か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
，
後
半
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

万
全

に
し

た
う

え

で
，
開
催
で
き
た
点
が
評
価
で
き
る
。
ま
た
，

実
施

手
法

を
オ

ン
ラ

イ
ン

に
変

更
し

セ
ミ

ナ

ー
等
を
開
催
し
た
な
ど
，
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
拡
大
す
る
状
況
に
お
い
て
も
，
積

極
的
に
取
り
組
ん
だ
点
が
評
価
で
き
る
。
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（
4
月

4
日
～
7
月

26
日
：
54

日
間
 
5
79

人
）
 

※
 
緊
急
事
態
宣
言
発
令
に
よ
り

4
月

1
1
日
（
土
）
－
6
月

1
日
（
月
）
ま
で
臨

時
休
館
 

・
 
（
申
請
展
）
道
に
ポ
ケ
ッ
ト
 

（
8
月

8
日
～
8
月

30
日
：
20

日
間
 
1
,1
55

人
）
  

・
 
（
申
請
展
）
お
か
ん
ア
ー
ト
 

（
8
月

8
日
～
8
月

30
日
：
20

日
間
 
1
,0
82

人
）
 

・
 
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
収
蔵
品
活
用
展
／
横
内
賢
太
郎
「
誰
も

に
何
か
が
」
 

（
9
月

12
日
～
1
0
月

25
日
：
38

日
間
 
1
,0
94

人
）
 

・
 
ニ
ュ
イ
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ

K
YO
TO
 
20
20
 

（
1
0
月

3
日
：
1
日
間
 1
93

人
）
 

※
 
主
催
：
京
都
市
，
ア
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
・
フ
ラ
ン
セ
関
西
 

※
 
入
場
者
数
は
収
蔵
品
活
用
展
に
含
む
。
 

・
 
バ
シ
ェ
音
響
彫
刻
 
特
別
企
画
展
 

（
1
1
月

7
日
～
1
2
月

20
日
：
38

日
間
 
3
,1
28

人
）
  

・
 
グ
ス
タ
フ
ソ
ン
＆
ハ
ー
ポ
ヤ
「
B
e
co
mi
ng
——
地
球
に
生
き
る
た
め
の
提
案
」 

（
1
月

31
日
～
3
月

2
1
日
：
44

日
間
 
9
41

人
）

 

・
 
堀
口
豊
太
退
任
記
念
展
 

（
3
月

27
日
～
3
月

3
1
日
：
4
日
間
 
93

人
）

※
会
期
末
は

4
月

11
日
 

4
3 

創
立

1
4
0
周
年
及
び
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
創
設

2
0

周
年
を
記
念
し
た
展
覧
会
や
，
演
奏
会
等
を
開
催
す
る
。
 

創
立

1
4
0
周
年
記
念
と
し
て
様
々
な
事
業
を
計
画
し
て
い
た
が
，
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
，
中
止
や
内
容
の
変
更
を
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
 

演
奏
会
に
つ
い
て
は
，
夏
と
冬
の
定
期
演
奏
会
に
お
い
て
，
1
4
0
周
年
を
記
念

し
多
彩
な
曲
を
演
奏
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
が
，
夏
の
定
期
演
奏
会
は
中
止
と

な
っ
た
。
冬
の
定
期
演
奏
会
は
曲
目
の
変
更
や
規
模
の
縮
小
を
行
い
，
例
年

2
月

に
2
日
間
開
催
し
て
い
る
「
大
学
院
オ
ペ
ラ
」
は
，
1
日
の
み
，
演
奏
会
形
式
で

実
施
し
た
。
い
ず
れ
も

1
4
0
周
年
記
念
の
演
奏
会
と
し
て
開
催
し
，
動
画
配
信

や
ラ
イ
ブ
配
信
を
行
っ
た
。
 

多
く
の
事
業
が
実
施
で
き
な
く
な
る
中
，
大
学
移
転
と

1
4
0
周
年
を
周
知
す

Ⅲ
 

 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
が

拡
大

し

て
い
る
状
況
に
お
い
て
も
，
様
々
な
取
組
が
で

き
た
点
に
つ
い
て
大
変
評
価
で
き
，
自
己
評
価

は
Ⅲ
で
あ
る
が
，
Ⅳ
と
し
て
も
差
し
使
え
な
い

と
考
え
る
。
特
に
，
Ｊ
Ｒ
西
日
本
(
株
)
と
の
連

携
に
よ
り
，
Ｊ
Ｒ
車
両
内
の
中
吊
り
広
告
等
を

活
用
し
，
市
民
だ
け
で
な
く
多
く
の
方
に
幅
広

く
周
知
で
き
た
点
が
評
価
で
き
る
。
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る
た
め
，
J
R
西
日
本
㈱
や
京
都
駅
ビ
ル
開
発
㈱
の
協
力
を
得
て
，
京
都
駅
ビ
ル

西
口
広
場
で
「
作
品
・
新
キ
ャ
ン
パ
ス
模
型
展
示
」
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
J
R
車
両
内
の
中
吊
り
広
告
や
京
都
駅
ビ
ル
構
内
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

等
に
創
立

1
4
0
周
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使
用
す
る
と
と
も
に
，
会
場
に
設
置

し
た
大
型
パ
ネ
ル
等
に
も
表
示
す
る
な
ど
，
多
く
の
市
民
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
 

芸
術
資
料
館
で
は
，
1
4
0
年
の
軌
跡
を
卒
業
作
品
等
で
た
ど
る
「
京
都
市
立
芸

術
大
学
 
創
立

14
0
周
年
記
念
展
」
を
，
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ア
ク
ア
で
は
，
本
学
創
立

1
40

周
年
記
念
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ア
ク
ア
開
設

10
周
年
記
念
展
と
し
て
，
芸
術
資

料
館

収
蔵

品
活

用
展

「
横

内
賢

太
郎

『
誰

に
も

何
か

が
（

S
o
m
e
th
i
ng
 
fo
r 

E
v
er
yo
ne
）』
」
を
開
催
し
た
。
ま
た
，
展
覧
会
や
演
奏
会
等
の
フ
ラ
イ
ヤ
ー
や
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
創
立

1
4
0
周
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
印
刷
し
，
1
4
0
周
年
の

P
R
を

行
っ
た
。
 

日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
創
設

2
0
周
年
記
念
事
業
と
し
て
，
12

月
に
東

京
丸

の
内

ア
カ

デ
ミ

ア
フ

ォ
ー

ラ
ム

で
開

催
を

予
定

し
て

い
た

東
京

講
演

会

は
，
東
京
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
考
慮
し
て
中
止
し
た

が
，
そ
の
代
替
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
伝
音
セ
ミ
ナ
ー
を
前
期
に

2
回
，

後
期
に

8
回
開
催
し
た
。
ま
た
，「

伝
音
設
立

2
0
周
年
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
及
び
「
伝

音
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
を
新
た
に
作
成
し
，
チ
ラ
シ
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
た
。 

  
第
１
 
大
学
の
教
育
研
究
等
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
 

３
 
そ
の
他
の
目
標
 

⑵
 
学
外
連
携
に
関
す
る
目
標
 

中 期 目 標  

京
都
の
文
化
芸
術
の
裾
野
を
広
げ
，
新
し
い
芸
術
の
可
能
性
を
追
求
し
，
地
域
の
活
性
化
な
ど
の
社
会

貢
献
を
果
た
す
と
と
も
に
，
京

都
の
伝
統
文
化
や
地
域
産
業
の
振
興
に
も
寄
与
す
る
た
め
，
産
業
界
，
福
祉
医
療
分
野
，
地
域
団
体
，
文
化
芸
術
機
関
，
伝
統
文
化
関
係

団
体
，
芸
術
系
大
学
，
そ
の
他
の
大
学
，
小
中
高
等
学
校
等
と
の
連
携
を
推
進
す
る
。

 

 
第
１
 
大
学
の
教
育
研
究
等
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
と
る
べ
き
措
置
 

３
 
そ
の
他
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

⑵
 
学
外
連
携
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

ア
 
教
育
機
関
・
文
化
芸
術
機
関
等
と
の
連
携
推
進
に
係
る
取
組
 

中 期 計 画  

小
・
中
・
高
等
学
校
や
他
大
学
等
の
教
育
機
関
や
文
化
芸
術
機
関
等
と
の
連
携
に
よ
り
，
芸
術
に
携
わ
る
次
世
代
の
育
成
に
貢
献
す
る

と
と
も
に
，
京
都
の
伝
統
文
化
の
継
承
や
芸
術
文
化
の
裾
野
を
広
げ
る
こ
と
に
貢
献
す
る
。
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№
 

年
度
計

画
 

計
画

の
実
施
状

況
等
 

（
参
考
）
 

自
己
評
価
 

進
捗

状
況
に
関

す
る
コ

メ
ン
ト
等
 

4
4 

桂
坂
小
学
校
で
の
カ
ザ
ラ
ッ
カ
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
や
，
小

学
校
で
の
授
業
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
な
ど
，
小
中
高
等

学
校
と
の
連
携
を
深
め
，
芸
術
文
化
の
裾
野
を
広
げ
る
活
動
を

行
う
と
と
も
に
，
京
都
芸
術
教
育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
お
け
る

芸
術
教
育
に
関
す
る
共
同
研
究
を
継
続
す
る
。
 

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
，
カ
ザ
ラ
ッ
カ
コ
ン
サ
ー
ト

を
は
じ
め
，
小
中
高
等
学
校
と
の
連
携
事
業
は
，
当
初
の
予
定
ど
お
り
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
あ
っ
た
が
，
下
京
渉
成
小
学

校
の
作
品
展
へ
の
参
加
協
力
や
，
西
ノ
京
中
学
校
及
び
境
谷
小
学
校
に
お
け
る

作
品
鑑
賞
授
業
へ
の
協
力
，
祥
栄
小
学
校
と
の
「
祥
栄
の
森
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
取
り
組
ん
だ
。
 

京
都
芸
術
教
育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
つ
い
て
は
，「

新
し
い
時
代
の
芸
術
教
育

で
育
む
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
，
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
「
京
都
芸
術
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
に
参
加
し
，
各
大
学
で
の
研
究
成
果
を
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
メ
ン
バ
ー
間
で

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

Ⅲ
 

 

4
5 

他
大
学
と
の
連
携
を
深
め
，
教
育
内
容
の
充
実
及
び
人
材
育

成
の
向
上
を
目
指
す
。
 

京
都
・
大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携
で
は
，
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
よ
り
開
催
が
不
可
能
と
な
っ
た
，
ス
ポ
ー
ツ
と
京
都
を
テ
ー
マ
に
し
た
合

同
展

覧
会

を
，

デ
ジ

タ
ル

カ
タ

ロ
グ

と
い

う
形

で
再

構
成

し
て

公
開

す
る

「
o
n
li
ne

出
開
帳
『
ス
ポ
ー
ツ
と
京
都
』」

や
，
収
蔵
品
・
展
覧
会
を
紹
介
す
る

冊
子
を
作
成
し
，
国
内
外
に
新
し
い
京
都
文
化
を
発
信
す
る
取
組
を
行
っ
た
。
 

Ⅲ
 

 
 

4
6 

学
生
に
実
践
的
な
学
び
の
場
を
提
供
す
る
た
め
，
前
年
度
に

締
結
し
た
京
都
市
交
響
楽
団
と
の
連
携
協
定
に
基
づ
き
，
京
都

市
交
響
楽
団
の
演
奏
会
へ
の
学
生
の
出
演
な
ど
の
取
組
を
継
続

す
る
。
 

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
，
京
都
市
交
響
楽
団
の
演
奏

会
は
年
度
当
初
か
ら
中
止
や
内
容
変
更
が
あ
り
，
連
携
事
業
は
実
施
で
き
な
か

っ
た
。
2
月
か
ら
連
携
協
定
に
基
づ
く
出
演
依
頼
が
再
開
し
て
い
る
。
 

Ⅲ
 

 

4
7 

京
都
国
立
近
代
美
術
館
と
の
連
携
や
，
京
都
・
大
学
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
連
携
へ
の
参
画
等
の
事
業
を
継
続
し
て
実
施
す
る
。
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
，
相
手
方
と
の
協
議
の
結
果
，

予
定
し
て
い
た
事
業
は
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
京
都
国
立
近
代
美

術
館
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
，
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
た
う
え
で
，
例
年
ど
お

り
，
令
和

3
年
度

5
月
と

11
月
に
ホ
ワ
イ
エ
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
が

決
定
し
て
い
る
。
 

京
都
・
大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携
で
は
，
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
よ
り
開
催
が
不
可
能
と
な
っ
た
，
ス
ポ
ー
ツ
と
京
都
を
テ
ー
マ
に
し
た
合

同
展

覧
会

を
，

デ
ジ

タ
ル

カ
タ

ロ
グ

と
い

う
形

で
再

構
成

し
て

公
開

す
る

「
o
n
li
ne

出
開
帳
『
ス
ポ
ー
ツ
と
京
都
』」

や
，
収
蔵
品
・
展
覧
会
を
紹
介
す
る

Ⅲ
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冊
子
を
作
成
し
，
国
内
外
に
新
し
い
京
都
文
化
を
発
信
す
る
取
組
を
行
っ
た
。

（
再
掲
）
 

4
8 

教
員
が
出
張
授
業
を
実
施
す
る
な
ど
，
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
後

を
見
据
え
，
京
都
市
立
京
都
堀
川
音
楽
高
校
及
び
銅
駝
美
術
工

芸
高
校
と
の
協
力
関
係
の
充
実
を
図
る
。
 

京
都
市
立
京
都
堀
川
音
楽
高
校
で

9
月
に
実
施
さ
れ
た
「
専
攻
別
特
設
講
座
」

に
お
い
て
，
弦
楽
専
攻
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
の
豊
嶋
教
授
，
声
楽
専
攻
の
日
紫
喜

准
教
授
，
ピ
ア
ノ
専
攻
の
田
村
講
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
攻
の
生
徒
に
直
接
指
導

を
行
っ
た
。
 

銅
駝
美

術
工
芸
高
校
と
の
間
で
は
，
移
転
後
を
見
据
え
た
今
後
の
連
携
に
つ

い
て
協
議
を

2
回
行
い
，
令
和

3
年
度
夏
ま
で
に
月

1
回
程
度
協
議
を
継
続
し
，

一
定
の
方
向
性
を
見
出
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。
 

Ⅲ
 

 

4
9 

一
般
社
団
法
人
と
し
て
活
動
を
始
め
る
「
京
都
子
ど
も
の
音

楽
教
室
」
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
深
め
る
た
め
の
取
組
を
行

う
。
 

令
和

2
年
度
か
ら
，
活
動
を
開
始
し
た
一
般
社
団
法
人
「
京
都
子
ど
も
の
音

楽
教
室
」
の
理
事
に
音
楽
学
部
教
員
が
就
任
し
，
法
人
運
営
を
担
う
と
と
も
に
，

事
務
局
職
員
が
監
事
に
就
任
し
，
役
員
会
を
構
成
し
た
。
 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
＠
K
C
UA

で
開
催
さ
れ
た
，
音
響
彫
刻
の
展
覧
会
に
お
け
る
イ
ベ

ン
ト
に
，
音
楽
教
室
の
児
童
が
参
加
す
る
な
ど
（
再
掲
），

様
々
な
形
で
大
学
と

教
室
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
，
法
人
化
前
に
引
き
続
き
，
多
く

の
音
楽
学
部
教
員
が
教
室
の
活
動
に
協
力
し
た
。
 

Ⅲ
 

 

5
0 

（
再
掲
）
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
，
他
の
研

究
機
関
等
と
の
共
同
研
究
・
共
同
企
画
を
通
じ
て
交
流
・
連
携

を
深
め
る
。
 

【
交
流
・
連
携
予
定
の
研
究
機
関
等
】
 

・
 
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
 

・
 
武
漢
音
楽
学
院
 

・
 
山
東
大
学
芸
術
学
院
 

・
 
上
海
音
楽
学
院
 

・
 
華
東
師
範
大
学
 

・
 
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
 
等
 

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
，
海
外
渡
航
が
制
限
さ
れ
て

い
る
た
め
，
海
外
の
研
究
機
関
等
と
の
共
同
研
究
・
共
同
企
画
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
が
，
国
内
に
お
い
て
は
，
2
0
17

年
に
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
と
交
わ
し
た
「
学
術
交
流
・
協
力
に
関
す
る
基
本
協
定
」
に
つ
い
て
，
引
き

続
き
共
同
研
究
会
の
開
催
を
は
じ
め
，
研
究
・
教
育
活
動
全
般
に
お
け
る
学
術
交

流
・
協
力
を
一
層
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
，
9
月
に
協
定
の
更
新
を
行
っ

た
。
 

ま
た
，
今
後
の
研
究
活
動
の
更
な
る
充
実
,
伝
統
音
楽
に
関
す
る
情
報
共
有
・

普
及
振
興
・
交
流
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
高
め
る
た
め
の
活
動
を
行
う
べ
く
「
令

和
3
年
度
か
ら
の
特
色
あ
る
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
」
及
び
「
特
色
あ
る
共

同
研
究
拠
点
の
整
備
の
申
請
事
業
～
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
～
」
に
申
請
し
た
。 

Ⅲ
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イ
 
産
学
連
携
の
推
進
に
係
る
取
組
 

中 期 計 画  

研
究
事
業
の
受
託
を
通
じ
て
企
業
等
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
，
教
育
研
究
の
成
果
を
社
会
に
発
信
す

る
と
と
も
に
，
伝
統
産
業
を
は

じ
め
と
す
る
地
域
の
産
業
発
展
に
貢
献
す
る
。
 

 

№
 

年
度
計

画
 

計
画

の
実
施
状

況
等
 

（
参
考
）
 

自
己
評
価
 

進
捗

状
況
に
関

す
る
コ

メ
ン
ト
等
 

5
1 

京
都
駅
ビ
ル
開
発
㈱
と
の
連
携
，
京
都
市
産
業
技
術
研
究
所

と
の
共
同
研
究
を
は
じ
め
と
し
た
，
京
都
市
内
外
の
企
業
等
か

ら
依
頼
さ
れ
る
作
品
や
デ
ザ
イ
ン
制
作
等
の
受
託
研
究
事
業
に

継
続
し
て
取
り
組
む
。
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
，
本
学
へ
の
依
頼
が
減
少
し
，

例
年
取
り
組
ん
で
い
る
京
都
駅
ビ
ル
開
発
㈱
や
㈱
読
売
連
合
広
告
社
と
の
連
携

事
業
に
つ
い
て
も
実
施
で
き
な
か
っ
た
が
，
以
下
の
と
お
り
，
様
々
な
連
携
事
業

に
取
り
組
ん
だ
。
 

【
主
な
実
績
】
 

・
 
京
都
信
用
保
証
協
会
：
オ
フ
ィ
ス
玄
関
の
作
品
展
示
（
令
和

2
年

3
月

～
令
和

3
年

3
月
）
 

・
 
京
都
市
動
物
園
：
来
園
記
念
ス
タ
ン
プ
等
デ
ザ
イ
ン
（
4
月
～
2
月
）
 

・
 
㈱
美
濃
吉
食
品
：
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
等
の
提
案
（
6
月
～
7
月
）
 

・
 
イ
ン
ト
ロ
ン
㈱
：
認
知
症
予
防
と
健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
（
6
月
～
11

月
）
 

・
 
㈱
手
塚
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
：
西
武
園
ゆ
う
え
ん
ち
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
る
空
間
演
出
及
び
グ
ッ
ズ
デ
ザ
イ
ン
等
の
提
案
業
務
（
6

月
～
3
月
）
 

・
(
一
社
)
西
京
医
師
会
：
ロ
ゴ
及
び
ベ
ス
ト
の
デ
ザ
イ
ン
（
9
月
～
2
月
）
 

・
 
㈱
電
通
：
a
r
tK
YO
TO
 2
02
0
関
連
企
画
展
「
a
 
li
nk
ag
e
」
 

（
1
1
月
～
1
2
月
）
 

・
 
京
都
銀
行
：
美
術
研
究
支
援
制
度
に
よ
る
作
品
買
い
上
げ
（
1
2
月
）
 

・
 
(
一
社
)
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪

T
MO
：
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

作
品
展
示
（
1
2
月
）
 

・
 
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館
：
ダ
イ
バ
ー
ズ
・
ラ
ボ
に
お
け
る
日
本
画
普
及

の
た
め
の
動
画
制
作
（
1
1
月
～
3
月
）
 

Ⅲ
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ウ
 
地
域
連
携
の
推
進
に
係
る
取
組
 

中 期 計 画  

地
域
の
各
種
団
体
等
と
の
連
携
を
推
進
し
，
大
学
の
資
源
や
教
育
研
究
の
成
果
を
地
域
に
発
信
す
る
こ

と
に
よ
り
，
芸
術
文
化
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る
。
 

 

№
 

年
度
計

画
 

計
画

の
実
施
状

況
等
 

（
参
考
）
 

自
己
評
価
 

進
捗

状
況
に
関

す
る
コ

メ
ン
ト
等
 

5
2 

洛
西
地
域
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
本
学
の
移
転
に

よ
り
大
き
く
変
わ
る
崇
仁
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
，
引

き
続
き
積
極
的
に
関
わ
る
な
ど
，
各
地
域
に
お
け
る
事
業
に
取

り
組
み
，
連
携
強
化
を
図
る
。
 

【
実
施
予
定
】
 

・
 
崇
仁
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
参
加
 

・
 
下
京
区
ふ
れ
愛
ひ
ろ
ば
等
へ
の
参
加
 

・
 
崇
仁
地
域
で
の
移
転
整
備
プ
レ
事
業
の
実
施
 

・
 
下
京
渉
成
小
学
校
，
境
谷
小
学
校
で
の
レ
ジ
デ
ン
ス
の

実
施
 

・
 
カ
ザ
ラ
ッ
カ
コ
ン
サ
ー
ト
の
実
施
 

・
 
西
文
化
会
館
ウ
エ
ス
テ
ィ
，
北
文
化
会
館
で
の
演
奏
会

の
実
施
 

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
，
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
等
の

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
の
多
く
が
中
止
と
な
り
，
連
携
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
 

そ
の
よ

う
な
状
況
の
中
，
境
谷
小
学
校
と
下
京
渉
成
小
学
校
の
空
き
教
室
に

て
，
本
学
卒
業
生
が
滞
在
制
作
を
行
う
レ
ジ
デ
ン
ス
活
動
に
つ
い
て
は
，
小
学
校

再
開
後
，
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
，
3
月
に
は
下
京
渉
成
小
学
校
で
行
わ
れ
た
作

品
展
に
参
加
し
た
（
再
掲
）。

 

文
化
会
館
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
つ
い
て
は
，
1
1
月
以
降
，
人
数
制
限
な
ど
感
染

症
対
策
を
講
じ
て
実
施
し
た
。
 

【
主
な
実
績
】
 

・
 
ウ
エ
ス
テ
ィ
音
暦
（
1
1
月
）
 

・
 
文
化
会
館
コ
ン
サ
ー
ト
（
1
1
月
，
2
月
）
 

ま
た
，
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
，
共
同
研
究
の
一
環
と
し
て
崇
仁

地
域

と
協

力
し

,
毎

月
開

催
さ

れ
る

崇
仁

祭
囃

子
練

習
会

の
補

佐
に

努
め

た
。

（
再
掲
）
ま
た
,
美
術
学
部
生
が
囃
子
を
稽
古
す
る
子
ど
も
た
ち
を
写
生
す
る
活

動
を

通
じ

て
,
多

く
の

子
ど

も
た

ち
に

美
術

及
び

本
学

へ
の

関
心

を
掻

き
立

て
,
1
1
月

7
日
に
下
京
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
崇
仁
文
化
祭
に
お

い
て
崇
仁
お
囃
子
会
と
常
磐
津
の
共
演
お
よ
び
復
活
演
目
試
演
を
解
説
付
き
で

披
露
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
,
研
究
成
果
と
継
承
活
動
の
発
信
を
行
っ
た
。（

再
掲
） 

さ
ら
に
，
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
，
2
0
21

年
3
月
に
柳
原
銀
行
資
料

館
で
開
催
さ
れ
た
企
画
展
の
展
示
及
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
協
力
し
た
ほ
か
，
解

体
さ
れ
た
元
崇
仁
小
学
校
の
記
録
集
及
び
廃
材
を
活
用
し
た
ウ
ク
レ
レ
を
公
開

に
向
け
て
作
成
し
た
。
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⑶
 
国
際
化
の
推
進
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

ア
 
国
際
交
流
の
充
実
に
向
け
た
取
組
 

中 期 計 画  

交
流
協
定
締
結
校
を
は
じ
め
，
海
外
の
優
れ
た
大
学
と
の
活
発
な
連
携
に
よ
る
教
員
間
・
学
生
間
の
交

流
の
充
実
や
，
海
外
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
招
聘
等
を
通
じ
て
本
学
の
国
際
化
を
促
進
す
る
。
 

 

№
 

年
度
計

画
 

計
画

の
実
施
状

況
等
 

（
参
考
）
 

自
己
評
価
 

進
捗

状
況
に
関

す
る
コ

メ
ン
ト
等
 

5
3 

交
換
留
学
に
対
す
る
学
生
や
教
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

基
づ
き
，
交
換
留
学
件
数
の
増
加
及
び
教
員
間
の
交
流
促
進
の

た
め
の
取
組
を
検
討
す
る
。
 

近
年
応

募
者
が
減
少
傾
向
に
あ
る
交
換
留
学
制
度
や
国
際
交
流
事
業
に
つ
い

て
，
原
因
や
要
望
を
調
査
す
る
た
め
，
令
和
元
年
度
に
学
生
と
教
員
に
対
し
て
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も
参
考
に
し
つ
つ
，
移
転
に
向
け
て
国
際
化
を
推

進
す

る
た

め
の

全
学

で
の

取
組

に
つ

い
て

検
討

し
，
「

交
流

協
定

締
結

校
の

拡

充
，
連
携
強
化
」，
「
教
育
環
境
の
国
際
化
」，
「
日
本
人
学
生
の
交
換
留
学
促
進
」，

「
外
国
人
留
学
生
の
受
入
態
勢
整
備
と
受
入
れ
増
加
に
向
け
た
取
組
」
な
ど
に

つ
い
て
明
記
し
た
，
今
後

5
年
間
に
わ
た
る
「
京
都
市
立
芸
術
大
学
国
際
化
方

針
2
0
20
」
を
新
た
に
策
定
し
，
国
際
交
流
の
充
実
に
向
け
て
基
礎
を
固
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
 

Ⅳ
 

 
京
都
市
の
助
成
制
度
「
京
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学

促
進
事
業
」
を
活
用
し
，
大
学
の
国
際
化
方
針

を
策
定
し
た
点
が
評
価
で
き
る
。
 

 
今
回
策
定
し
た
方
針
に
つ
い
て
，
今
後
ど
の

よ
う

に
具

体
的

な
取

組
に

繋
げ

て
い

く
か

が

大
事
で
あ
り
，
方
針
の
実
現
に
向
け
継
続
し
て

取
り
組
ま
れ
た
い
。
 

5
4 

全
学
及
び
各
部
局
の
国
際
交
流
へ
の
展
望
に
基
づ
き
，
新
た

な
交
流
協
定
締
結
や
交
流
協
定
締
結
校
と
の
活
発
な
連
携
事
業

を
実
施
す
る
等
，
本
学
の
国
際
化
を
促
進
す
る
取
組
を
検
討
す

る
。（

ロ
イ
ヤ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・
ア
ー
ト
と
の
交
流
協
定

締
結

3
0
周
年
事
業
の
実
施
）
 

 

新
た
に
策
定
し
た
「
京
都
市
立
芸
術
大
学
国
際
化
方
針

2
0
20
」
に
基
づ
き
，

現
在
の
協
定
校
と
の
交
流
の
充
実
と
新
た
な
交
流
協
定
締
結
を
は
じ
め
と
す
る

多
様
な
国
際
化
の
取
組
な
ど
を
実
施
す
る
た
め
，
補
助
金
（
京
都
市
の
「
京
グ
ロ

ー
バ
ル
大
学
促
進
事
業
」
に
よ
る
助
成
）
を
獲
得
し
，
移
転
後
も
視
野
に
入
れ
た

国
際
化
推
進
事
業
に
着
手
し
た
。
令
和

2
年
度
は
，
国
際
交
流
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
作
成
し
，
主
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
，
ロ
イ
ヤ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・
ア
ー

ト
（
R
C
A
）
と
の

30
年
間
に
わ
た
る
交
流
の
ア
ー
カ
イ
ブ
を
掲
載
す
る
な
ど
，
国

際
化
に
関
す
る
具
体
的
な
取
組
が
大
き
く
進
ん
だ
。
 

Ⅳ
 

 
N
o
.5
3
同
様
，
京
都
市
の
助
成
制
度
「
京
グ

ロ
ー
バ
ル
大
学
促
進
事
業
」
を
活
用
し
，
大
学

の
国

際
化

方
針

を
策

定
し

た
点

が
評

価
で

き

る
。
 

 
今
回
策
定
し
た
方
針
に
つ
い
て
，
今
後
ど
の

よ
う

に
具

体
的

な
取

組
に

繋
げ

て
い

く
か

が

大
事
で
あ
り
，
方
針
の
実
現
に
向
け
継
続
し
て

取
り
組
ま
れ
た
い
。
 

5
5 

本
学
か
ら
の
派
遣
留
学
生
及
び
海
外
か
ら
の
受
入
留
学
生
の

成
果
を
発
表
す
る
機
会
を
引
き
続
き
設
け
る
と
と
も
に
，
前
年

度
ま
で
は
@
K
C
UA

で
行
っ
て
い
た
留
学
生
展
を
本
学
で
の
開
催

に
変
更
す
る
こ
と
で
留
学
生
と
日
本
人
学
生
と
の
交
流
の
促
進

を
図
る
。
 

 

本
科
・
研
究
留
学
生
の
有
志
に
よ
っ
て
，
留
学
生
展
を
学
内
の
大
小
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で

1
2
月
に
開
催
し
た
。
ま
た
，
会
期
中
に
は
，
全
学
を
対
象
と
す
る
留
学
生

交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。
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5
6 

国
際
的
に
活
躍
す
る
講
師
を
招
聘
し
，
特
別
授
業
を
実
施
す

る
。
 

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
，
海
外
か
ら
の
講
師
の
招
聘

が
難
し
く
，
当
初
予
定
し
て
い
た
講
師
と
の
協
議
の
結
果
，
双
方
の
安
全
を
考
慮

し
4
講
義
中

3
講
義
を
令
和

3
年
度
に
延
期
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

音
楽
学
部
で
は
，
4
月
か
ら
本
学
客
員
教
授
に
就
任
し
た
国
際
的
ピ
ア
ニ
ス
ト

の
パ
ス
カ
ル
・
ド
ゥ
ヴ
ァ
イ
ヨ
ン
氏
に
よ
る
ピ
ア
ノ
の
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
を
開

催
し
た
（
1
0
月
）。

 

【
予
定
し
て
い
た
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
特
別
授
業
】
 

・
 
美
術
：
小
椋
彩
氏
（
後
期
），

デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
シ
ュ
リ
グ
リ
ー
氏
（
後
期
）
 

・
 
音
楽
：
ハ
ン
ス
イ
ェ
ル
ク
・
シ
ェ
レ
ン
ベ
ル
ガ
ー
氏
（
5
月
）
 

Ⅲ
 

 

 

イ
 
留
学
支
援
の
た
め
の
取
組
 

中 期 計 画  

協
定
校
へ
の
派
遣
留
学
を
は
じ
め
，
学
生
が
海
外
留
学
を
通
し
て
学
び
成
長
す
る
機
会
を
提
供
し
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
 

ま
た
，
留
学
生
の
学
び
の
充
実
と
日
本
で
の
生
活
上
の
安
心
安
全
を
確
保
す
る
た
め
，
学
外
機
関
と
協

力
し
て
留
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
強
化
す
る
。
 

 

№
 

年
度
計

画
 

計
画

の
実
施
状

況
等
 

（
参
考
）
 

自
己
評
価
 

進
捗

状
況
に
関

す
る
コ

メ
ン
ト
等
 

5
7 

派
遣
学
生
に
対
し
，
危
機
管
理
，
生
活
上
の
情
報
提
供
等
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。
 

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
，
留
学
派
遣
は
延
期
や
中
止
が
相

次
い
だ
が
，
留
学
す
る
こ
と
が
で
き
る

2
名
の
学
生
に
対
し
，
危
機
管
理
，
渡

航
，
生
活
上
の
情
報
提
供
や
支
援
を
き
め
細
か
に
行
い
，
無
事
渡
航
す
る
こ
と
が

で
き
，
円
滑
な
新
生
活
の
立
上
げ
に
繋
が
っ
た
。
ま
た
，
速
や
か
な
帰
国
が
不
可

能
で
あ
っ
た
派
遣
留
学
生

1
名
に
対
し
，
危
機
管
理
，
生
活
上
の
情
報
提
供
を

行
い
，
現
地
で
安
全
に
留
学
期
間
を
満
了
で
き
る
よ
う
支
援
し
た
。
 

Ⅲ
 

 

5
8 

留
学
生
の
受
入
れ
に
対
し
て
，
日
本
語
学
習
や
生
活
上
の
情

報
提
供
等
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
と
と
も
に
，
日
本
語
講
座
の
開

設
や
教
員
と
の
受
入
手
順
の
共
有
等
，
学
内
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

の
充
実
に
向
け
た
方
策
を
検
討
す
る
。
 

令
和

2
年
度
は
受
入
交
換
留
学
生
が

1
名
の
み
で
あ
り
，
丁
寧
な
サ
ポ
ー
ト

を
行
う
と
と
も
に
，
本
科
・
研
究
留
学
生
も
併
せ
て
，
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
拡
大
す
る
中
，
特
殊
な
事
情
へ
の
対
応
を
含
め
，
頻
繁
な
情
報
提
供
や
支

援
を
行
っ
た
。
日
本
語
講
座
に
つ
い
て
は
，
オ
ン
ラ
イ
ン
の
集
中
講
座
形
式
で
開

催
し
た
。
 

Ⅲ
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第
２
 
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標
 

１
 
組
織
の
見
直
し
と
経
営
の
効
率
化
に
関
す
る
目
標
 

中 期 目 標  

教
育
研
究
上
の
課
題
や
キ
ャ
ン
パ
ス
の
全
面
移
転
，
社
会
状
況
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
，
適
宜
組
織

や
規
程
，
業
務
の
見
直
し
及
び

効
率
化
に
よ
り
，
大
学
運
営
の
改
善
を
図
る
。

 

 評
定
 

評
価
委
員
会
か
ら
の
意
見
 

Ａ
 

中
期
目

標
・
中
期
計
画
の
達
成
に
向
け
て
順
調
に
進
ん

で
い
る

 

 

第
２
 
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
と
る
べ
き
措
置
 

１
 
組
織
の
見
直
し
と
経
営
の
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た

め
の
取
組
 

中 期 計 画  

教
育
内
容
，
教
育
方
法
及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
へ
の
的
確
な
対
応
は
も
と
よ
り
，
大
学
を
取
り
巻
く

社
会
環
境
の
変
化
や
全
学
的
な

課
題
に
対
応
す
る
た
め
，
理
事
会
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
，
組
織
の
枠
を
超
え
た
全
学
的
な
視
点
か
ら
，
適
宜
，
組
織
の
再
編
や
学
内

資
源
の
再
配
分
な
ど
，
計
画
的
，
機
動
的
な
組
織
運
営
を
行
う
。
 

ま
た
，
常
に
業
務
の
見
直
し
を
行
い
，
効
率
的
か
つ
合
理
的
な
事
務
執
行
を
推
進
す
る
。
 

 

№
 

年
度
計
画
 

計
画
の

実
施
状

況
等
 

自
己
 

評
価
 

評
価
委
員
会

に
よ
る
評
価
等
 

評
価
 

意
見
 

5
9 

理
事
会
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
，
キ
ャ
ン
パ
ス
移

転
や
学
内
外
の
変
化
に
応
じ
た
組
織
体
制
，
将
来
的
な

大
学
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
保
健
・
衛
生
上
の
危

機
に
位
置
付
け
，
理
事
長
を
本
部
長
と
す
る
危
機
管
理
本
部
会
議
（
理

事
長
・
副
理
事
長
・
理
事
・
副
学
長
・
部
局
長
で
構
成
）
や
緊
急
危
機

対
策
本
部
会
議
（
理
事
長
・
副
理
事
長
・
理
事
・
副
学
長
で
構
成
）
を

適
時
開
催
し
，
本
学
に
お
け
る
施
設
の
使
用
指
針
を
策
定
す
る
な
ど
対

策
を
検
討
・
実
施
し
た
ほ
か
，
大
学
再
開
後
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
を

徹
底
す
る
た
め
，
法
人
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
室
」

を
設
置
し
た
。（

再
掲
）
 

ま
た
，
理
事
会
の
下
に
「
移
転
寄
付
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
，
移

転
寄
付
の
活
動
を
本
格
化
す
る
な
ど
，
移
転
を
見
据
え
た
組
織
運
営
を

行
っ
た
。
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

危
機
管
理
本
部
会
議
等
の
開
催
に
加
え
，「

新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
室

」
を

設
置

し
，

大
学

再
開

後
の

感
染

拡
大

防
止

対
策

に
徹

底
的

に
取

り
組

ん
だ

点
や

，
大

学
の

移
転

を
見

据
え

，
移

転
寄

付
の

活
動

を
本

格
化

す
る

た
め

の
「
移
転
寄
付
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
，
積
極

的
な

外
部

資
金

の
取

組
に

つ
な

げ
て

い
る

点
が

評
価
で
き
る
。
 

な
お

，
定

例
業

務
に

シ
ス

テ
ム

を
導

入
す

る

な
ど

業
務

の
効

率
化

に
つ

い
て

も
検

討
さ

れ
た

い
。
ま
た
，
Ｔ
Ａ
，
Ｒ
Ａ
，
Ｓ
Ａ
な
ど
が
活
用
で

き
れ

ば
，

教
育

効
果

が
あ

る
こ

と
は

も
ち

ろ
ん
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の
こ

と
，

教
員

の
負

担
の

軽
減

に
も

繋
が

る
こ

と
か
ら
，
導
入
を
検
討
さ
れ
た
い
。
 

6
0 

五
芸
大
，
公
立
大
学
協
会
等
と
の
連
携
を
継
続
し
，

大
学
運
営
に
係
る
各
種
情
報
の
共
有
に
努
め
る
。
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
，
多
く
の
会
議
が
開

催
で
き
な
く
な
る
な
ど
，
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
が
，
リ
モ
ー
ト
で
の

開
催
や
メ
ー
ル
会
議
な
ど
に
よ
り
，
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

な
ど
の
情
報
共
有
に
努
め
た
。
 

・
 
五
芸
大
学
長
懇
話
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）
 

・
 
９
大
都
市
立
大
学
事
務
局
長
会
議
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）
 

・
 
公
立
大
学
学
長
会
議
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）
 

・
 
公
立
大
学
協
会
芸
術
部
会
学
長
会
議
（
メ
ー
ル
会
議
）
 

・
 
公
立
大
学
事
務
局
長
等
連
絡
協
議
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）
 

・
 
公
立
大
学
協
会
近
畿
地
区
協
議
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）
 

・
 
京
滋
地
区
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
・
下
宿
対
策
協
議
会
（
メ
ー
ル
会

議
）
 

・
 
京
都
芸
術
教
育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
連
携
協
議
会
（
対
面
会
議
）
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

6
1 

ペ
ー

パ
ー

レ
ス

会
議

シ
ス

テ
ム

導
入

の
検

討
や

文

書
管
理
の
見
直
し
な
ど
，
効
率
的
な
事
務
の
執
行
を
推

進
す
る
。
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
緊
急
事
態
宣
言
に
伴
い
，
情

報
基

盤
シ

ス
テ

ム
と

し
て

導
入

し
て

い
た

G
oo
gl
e

の
提

供
す

る

G
o
og
le
Wo
rk
sp
ac
e

を
積

極
的

に
利

用
し

，
5

人
以

上
の

会
議

は

G
o
og
le
Me
et

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
す
る
こ
と
で
，
資
料
に

つ
い
て
も
ペ
ー
パ
レ
ス
化
を
推
進
し
た
。
ま
た
，
チ
ャ
ッ
ト
機
能
等
の

積
極
活
用
や
，
V
P
N
機
能
を
整
備
し
た
パ
ソ
コ
ン
の
配
布
に
よ
る
在
宅

勤
務
の
推
進
な
ど
，
感
染
防
止
対
策
と
業
務
の
効
率
化
を
同
時
に
推
進

し
た
。
ま
た
，
移
転
を
見
据
え
て
，
事
務
局
に
お
け
る
文
書
の
調
査
を

開
始
し
た
。
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

 

第
２
 
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標
 

２
 
組
織
力
の
向
上
に
関
す
る
目
標
 

中 期 目 標  

大
学
の
理
念
，
目
標
を
踏
ま
え
た
高
度
な
教
育
研
究
活
動
や
大
学
の
戦
略
的
か
つ
安
定
的
な
運
営
を
支

え
る
た
め
，
教
職
員
の
意
欲
・

資
質
の
向
上
も
含
め
た
組
織
力
の
向
上
を
図
る
。
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２
 
組
織
力
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
取
組
 

中 期 計 画  

大
学
の
理
念
に
基
づ
く
教
育
研
究
活
動
及
び
運
営
を
支
え
る
た
め
，
人
事
制
度
等
に
つ
い
て
必
要
な
見
直
し
を
図
る
。
 

ま
た
，
中
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
た
人
材
の
採
用
・
育
成
を
通
じ
て
，
教
職
員
個
々
の
意
欲
・
能
力
を

高
め
，
組
織
力
の
向
上
に
繋
げ

る
。
 

 

№
 

年
度
計
画
 

計
画
の

実
施
状

況
等
 

自
己
 

評
価
 

評
価
委
員
会

に
よ
る
評
価
等
 

評
価
 

意
見
 

6
2 

教
育
研
究
・
業
務
の
特
性
に
応
じ
た
多
様
な
人
材
を

採
用
す
る
と
と
も
に
，
教
職
員
の
柔
軟
な
働
き
方
の
実

現
に
向
け
て
，
短
時
間
勤
務
や
振
替
休
日
な
ど
の
制
度

の
充
実
を
図
る
。
ま
た
，
必
要
に
応
じ
て
人
事
制
度
等

の
見
直
し
を
図
る
。
 

特
任
教
員
を

4
名
（
准
教
授

2
名
，
講
師

2
名
），

特
定
業
務
職
員

1

名
を
採
用
し
，
多
様
な
教
育
研
究
や
業
務
に
応
じ
た
人
員
体
制
を
整
備

し
た
。（

再
掲
）
 

ま
た
，
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
と
し
て
，
在
宅
勤

務
や

時
差

出
勤

を
奨

励
し

た
ほ

か
，

振
替

休
日

制
度

の
運

用
を

開
始

し
，
多
様
な
働
き
方
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
進
め
た
。
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

6
3 

学
内
の
研
修
は
も
と
よ
り
，
外
部
機
関
が
実
施
す
る

講
座
等
の
情
報
収
集
に
努
め
，
積
極
的
な
受
講
を
勧
奨

す
る
な
ど
，
教
職
員
一
人
一
人
の
意
欲
・
能
力
の
向
上

に
取
り
組
む
。
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
に
取
り
組
む
中
，

学
内
研
修
は
必
要
最
小
限
の
実
施
と
な
っ
た
が
，
動
画
配
信
や
資
料
配

布
な
ど
，
実
施
方
法
を
工
夫
し
て
実
施
し
た
。
学
外
研
修
（
外
部
機
関

が
実
施
す
る
講
座
等
）
は
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
を
中
心
に
積
極
的
に
周
知

し
，
研
修
参
加
に
よ
る
職
員
の
意
欲
・
能
力
向
上
に
取
り
組
ん
だ
。
 

（
主
な
研
修
実
施
実
績
）
 

【
学
内
】
 

・
 
新
規
採
用
職
員
研
修
 

・
 
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
（
講
師
：
学
外
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
 

・
 
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
（
講
師
：
精
神
科
医
師
）
 

【
学
外
研
修
参
加
実
績
】
 
 

・
 
事
務
局
役
付
職
員
向
け
研
修
（
京
都
市
主
催
）
 

・
 
公
立
大
学
に
関
す
る
基
礎
研
修
会
（
公
立
大
学
協
会
主
催
）
 

・
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
関

す
る

オ
ン

ラ
イ

ン
研

修

会
（
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
主
催
）
 

・
 
教
学
に
関
す
る
勉
強
会
（
公
立
大
学
協
会
主
催
）
 

・
 
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
特
別
講
座
（
京
都
市
主
催
）
 

Ⅲ
 

Ⅲ
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・
 

ソ
ー

シ
ャ

ル
×

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

教
室

（
ビ

ッ
グ

イ
シ

ュ
ー

主

催
）
 

・
 
公
立
大
学
法
人
会
計
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
（
公
立
大
学
協
会
主
催
）
 

・
 

採
用

力
向

上
オ

ン
ラ

イ
ン

セ
ミ

ナ
ー

（
日

本
経

営
者

協
会

主

催
）
 

・
 
苦
情
相
談
実
務
研
修
会
（
公
務
人
材
開
発
協
会
主
催
）
 

・
 
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
実
践
セ
ミ
ナ
ー
（
京
都
市
主
催
）
 

・
 
国
際
系
事
務
職
員
の
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
茶
話
会
（
大
学
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
主
催
）
 

・
 
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ザ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
テ
ー
マ
別
セ
ミ
ナ
ー
（
ジ
ャ

パ
ン
ト
レ
ジ
ャ
ー
サ
ミ
ッ
ト
主
催
）
 

・
 
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
能
力
開
発
研
修
会
（
九

州
基
幹
教
育
院
次
世
代
型
大
学
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
）
 

 
ほ
か

26
件
 

  

第
３
 
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
目
標
 

１
 
外
部
資
金
そ
の
他
の
自
己
収
入
の
増
加
に
関
す
る
目
標
 

中 期 目 標  

自
由
で
独
創
的
な
教
育
研
究
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
，
外
部
資
金
の
獲
得
に
努
め
，
大
学
の
財
政
基

盤
を
強
化
す
る
と
と
も
に
，
寄

付
金
の
募
集
な
ど
，
大
学
の
移
転
も
見
据
え
た
取
組
を
推
進
す
る
。
 

 評
定
 

評
価
委
員
会
か
ら
の
意
見
 

Ａ
 

中
期
目

標
・
中
期
計
画
の
達
成
に
向
け
て
順
調
に
進
ん

で
い
る
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第
３
 
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
取
る
べ

き
措
置
 

１
 
外
部
資
金
そ
の
他
の
自
己
収
入
の
増
加
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す

る
た
め
の
措
置
 

中 期 計 画  

法
人
運
営
の
安
定
性
と
自
律
性
を
確
保
す
る
た
め
，
外
部
研
究
資
金
や
寄
付
金
等
自
己
収
入
の
増
加
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。
 

【
数
値
目
標
⑤
】
 

寄
付
金
等
の
獲
得
件
数
 
１
，
５
０
０
件
（
６
年
間
）
 
⇒
 
【
令
和
２
年
度
実
績
】
 
２
９
６
件
（
累
計
６
６
６
件
）
 

 

№
 

年
度

計
画
 

計
画

の
実

施
状
況
等
 

自
己
 

評
価
 

評
価
委
員
会

に
よ
る
評
価
等
 

評
価
 

意
見
 

6
4 

産
学

連
携

の
取

組
に

伴
う

受
託

研
究

事
業

費
の

獲

得
や
@
K
CU
A
の
展
覧
会
へ
の
助
成
金
の
獲
得
な
ど
，
全

学
的
に
外
部
資
金
の
更
な
る
獲
得
に
努
め
る
。
 

「
霧
の
彫
刻
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
聞
こ
え
な
い
を
聴
く
・
見
え
な
い

を
視
る
 
C
AS
E-
2 
霧
の
街
の
ク
ロ
ノ
ト
ー
プ
」
が
，
文
化
庁
の
「
大
学

に
お
け
る
文
化
芸
術
推
進
事
業
」
に
採
択
さ
れ
た
。
 

ま
た
，
ピ
ア
ノ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
，
京
都
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か

ら
の
支
援
を
獲
得
し
て
開
催
し
た
（
観
客
は
関
係
者
の
み
と
し
た
う
え

で
，
後
日
，
動
画
配
信
も
行
っ
た
。
）。

 

日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
が
，
文
部
科
学
省
の
「
令
和

3
年
度

か
ら
の
特
色
あ
る
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
」
及
び
「
特
色
あ
る
共

同
研
究
拠
点
の
整
備
の
推
進
事
業
～
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
～
」
に
申

請
し
た
。
 
 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
@
K
CU
A
の
展
覧
会
へ
の
助
成
金
の
獲
得
に
つ
い
て
は
，

芸
術

文
化

振
興

基
金

や
，

花
王

芸
術

科
学

財
団

ポ
ー

ラ
美

術
振

興
財

団
，
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
芸
術
文
化
財
団
な
ど
，
全
学
的
に
外
部
資
金
の

更
な
る
獲
得
に
努
め
た
。
 

産
学
連
携
の
取
組
に
伴
う
受
託
研
究
事
業
費
の
獲
得
に
つ
い
て
は
，

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

数
が

減
少

し
た

も
の

の
，
以
下
の
と
お
り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

【
主
な
実
績
】
 

・
 
京
都
市
動
物
園
：
来
園
記
念
ス
タ
ン
プ
等
デ
ザ
イ
ン
（
1
00

千

円
）
 

・
 
㈱
手
塚
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
：
西
武
園
ゆ
う
え
ん
ち
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

か
か

る
空

間
演

出
及

び
グ

ッ
ズ

デ
ザ

イ
ン

Ⅲ
 

Ⅲ
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等
の
提
案
業
務
（
3
00

千
円
）
 

・
 
(
一
社
)
西
京
医
師
会
：
ロ
ゴ
及
び
ベ
ス
ト
の
デ
ザ
イ
ン
（
8
0
千

円
）
 

・
 
(
一
社
)
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪

T
MO
：
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
作
品
展
示
（
5
50

千
円
）
 

・
 
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館
：
ダ
イ
バ
ー
ズ
・
ラ
ボ
に
お
け
る
日
本

画
普
及
の
た
め
の
動
画
制
作
（
3
00

千
円
）
 

6
5 

「
未
来
の
芸
術
家
支
援
の
れ
ん
百
人
衆
」，
「
京
芸
友

の
会
」
等
の
寄
付
制
度
の
周
知
を
図
り
，
引
き
続
き
安

定
し
た
寄
付
金
の
獲
得
に
取
り
組
む
。
 

「
未
来
の
芸
術
家
支
援
の
れ
ん
百
人
衆
」
に
つ
い
て
は
，
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
た
が
，
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
た
う
え
で
，
積
極
的
に
企
業

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
制
度
周
知
を
図
り
，
新
た
に

3
社
（
人
）
か
ら
支

援
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
，
作
品
展
の
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館
会
場
で
，

寄
付

者
の

方
々

に
説

明
を

聞
き

な
が

ら
受

賞
作

品
を

鑑
賞

し
て

い
た

だ
く
ツ
ア
ー
（
2
/
16
「
作
品
展
ツ
ア
ー
＠
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館
」）

を

実
施
し
，
息
の
長
い
支
援
と
な
る
よ
う
，
支
援
者
と
大
学
・
学
生
と
の

交
流
に
取
り
組
ん
だ
。
 

「
京
芸
友
の
会
」
に
つ
い
て
，
引
き
続
き
在
学
生
の
家
族
や
卒
業
生

な
ど
の
個
人
を
中
心
に
寄
付
金
の
獲
得
に
取
り
組
ん
だ
。
 

【
実
績
】
 

・
 
の
れ
ん
百
人
衆
 
20

件
，
6
,3
30

千
円
 

 
 
（
前
年

2
6
件
，
8
,1
80

千
円
）
 

・
 
京
芸
友
の
会
 
12
9
件
，
2,
18
3
千
円
 

 
 
（
前
年

1
55

件
，
5,
39
3
千
円
）
 

・
 
そ
の
他
（
旧
京
都
造
形
芸
術
大
学
の
名
称
変
更
に
関
す
る
訴
訟
）
 
 
 

 
 
1
2
件
，
2
,3
60

千
円
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

6
6 

キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
を
見
据
え
体
制
を
強
化
し
，
施
設

整
備
基
金
へ
の
寄
付
の
獲
得
に
取
り
組
む
。
 

キ
ャ
ン

パ
ス

移
転

に
向

け
た
寄

付
金
の
獲

得
に

向
け

て
，
「

移
転
寄

付
推
進
委
員
会
」
を
新
た
に
設
置
し
，
寄
付
金
募
集
の
推
進
体
制
や
目

標
額
，
寄
付
獲
得
に
向
け
た
取
組
，
趣
意
書
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
た
。（

再
掲
）
 

「
移
転
整
備
募
金
」
の
名
称
で
寄
付
募
集
を
本
格
的
に
開
始
し
，
1
2

Ⅳ
 

Ⅳ
 

 
寄
付
獲
得
件
数
に
つ
い
て
は
，
第

2
期
中
期

目
標
期
間
中
の

6
年
間
で

1,
50
0
件
と
い
う
数

値
目
標
に
対
し
，
令
和

2
年
度
は

29
6
件
，
累
計

で
は

6
6
6
件
と
な
っ
て
お
り
，
数
値
目
標
の
達

成
に
向
け
て
，
順
調
な
実
績
で
あ
る
。
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月
か

ら
京

芸
友

の
会

の
寄

付
者

等
を

対
象

に
趣

意
書

の
配

布
を

開
始

す
る
と
と
も
に
，
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
。
 

ま
た
，
理
事
長
・
副
理
事
長
を
中
心
に
個
別
の
企
業
へ
の
訪
問
な
ど

を
積
極
的
に
行
っ
た
。（

再
掲
）
 

加
え
て
，
京
都
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す
る
協
力
を
学
内
に
呼
び

か
け
，
ま
た
，
市
外
企
業
に
対
し
て
は
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
紹
介

す
る
な
ど
，
京
都
市
と
も
連
携
し
た
寄
付
獲
得
の
活
動
を
行
っ
た
。
 

【
移
転
整
備
募
金
実
績
】
 

1
35

件
 
31
,5
32

千
円
（
累
計

4
6,
5
32

千
円
）
 

キ
ャ

ン
パ

ス
移

転
に

向
け

た
寄

付
金

の
獲

得
に

向
け
て
，「

移
転
寄
付
推
進
委
員
会
」
を
新
た
に

設
置

し
，

京
芸

友
の

会
の

寄
付

者
等

を
対

象
に

趣
意

書
の

配
布

を
行

う
と

と
も

に
，

企
業

訪
問

等
に

よ
り

寄
付

の
働

き
掛

け
を

積
極

的
に

行
っ

た
点

に
つ

い
て

評
価

で
き

る
。

今
後

も
継

続
さ

れ
た
い
。
 

  

第
３
 
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
目
標
 

２
 
経
費
の
効
率
化
に
関
す
る
目
標
 

中 期 目 標  

教
育
研
究
の
質
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
，
組
織
運
営
の
効
率
化
と
人
員
配
置
の
適
正
化
を
連
動
さ
せ

つ
つ
，
業
務
の
内
容
や
方
法
等

の
見
直
し
を
行
う
。

 

 

第
３
 
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
取
る
べ

き
措
置
 

２
 
経
費
の
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

中 期 計 画  

業
務
運
営
や
事
務
体
制
を
絶
え
ず
見
直
す
と
と
も
に
，
業
務
内
容
の
精
査
・
点
検
に
努
め
，
効
率
的
か

つ
効
果
的
な
経
費
執
行
に
努
め

る
。
 

 

№
 

年
度
計
画
 

計
画
の

実
施
状

況
等
 

自
己
 

評
価
 

評
価
委
員
会

に
よ
る
評
価
等
 

評
価
 

意
見
 

6
7 

物
品

等
の

調
達

に
係

る
契

約
手

法
や

契
約

の
在

り

方
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い
，
業
務
内
容
の
点
検
を
実

施
す

る
。
（

入
札

案
件

拡
充
，

立
替

払
い
案

件
の

低
減
 

な
ど
）
 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
，
教
育
・
研
究
に
必
要
な
物
品
等
を
安
定
し

て
供
給
で
き
る
よ
う
，
調
達
先
の
拡
充
を
行
う
な
ど
，
個
々
の
対
応
を

適
切
に
行
っ
た
。
 

ま
た
，
前
年
度
に
実
施
さ
れ
た
京
都
市
の
監
査
事
務
局
の
財
政
援
助

団
体
監
査
で
の
指
摘
を
受
け
，
刊
行
物
の
適
切
な
管
理
や
立
替
払
様
式

の
変
更
な
ど
，
適
切
な
対
応
を
行
い
，
業
務
内
容
を
今
一
度
見
直
し
周

知
を
図
っ
た
。
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 
業

務
運

営
や

経
営

の
効

率
化

の
項

目
No
.5
9

に
お

け
る

意
見

と
同

様
，

定
例

業
務

に
シ

ス
テ

ム
を

導
入

す
る

な
ど

業
務

の
効

率
化

に
つ

い
て

も
検
討
さ
れ
た
い
。
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第
３
 
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
目
標
 

３
 
資
産
の
適
正
な
管
理
と
有
効
活
用
に
関
す
る
目
標
 

中 期 目 標  

保
有
資
産
の
状
況
を
常
に
把
握
し
，
適
正
に
管
理
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
有
効
活
用
を
図
る
。

 

 

第
３
 
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
取
る
べ

き
措
置
 

３
 
資
産
の
適
正
な
管
理
と
有
効
活
用
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た

め
の
措
置
 

中 期 計 画  

資
産
の
適
正
な
管
理
及
び
有
効
活
用
を
図
る
。
 

 

№
 

年
度
計
画
 

計
画
の

実
施
状

況
等
 

自
己
 

評
価
 

評
価
委
員
会

に
よ
る
評
価
等
 

評
価
 

意
見
 

6
8 

複
数

事
業

者
比

較
に

よ
る

最
適

か
つ

有
利

な
大

口

定
期

運
用

や
，

資
産

の
有

効
活

用
に

つ
い

て
検

討
す

る
。
 

満
期
到
来
ご
と
に
複
数
事
業
者
の
比
較
を
行
い
，
最
適
な
運
用
先
を

選
定
し
た
。
 

【
実
績
】
 

2
件
 
10
0,
00
0
千
円
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

6
9 

循
環
照
合
（
複
数
年
を
か
け
た
収
蔵
品
の
照
合
）
及

び
附
属
図
書
館
の
蔵
書
点
検
を
実
施
す
る
。
 

【
循
環
照
合
の
実
施
予
定
】
 

・
 
芸
術
資
料
館
 

（
平
成

3
1
～
令
和

3
年
度
計
画
分
）
 

・
 
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
資
料
室
 

（
令
和

2
～
3
年
度
計
画
分
）
 

循
環
照
合
の
根
拠
と
な
る
「
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研

究
セ
ン
タ
ー
収
蔵
品
管
理
要
項
」
及
び
「
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝

統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
資
料
室
運
営
細
目
」
を
定
め
環
境
整
備
を
行
っ

た
。
 

芸
術
資
料
館
に
お
い
て
は
，
令
和
元
年
度
～
3
年
度
循
環
照
合
計
画

に
よ
り
令
和

2
年
度
は
本
部
棟
収
蔵
庫

3
,9
01

件
の
確
認
作
業
を
行
っ

た
。
 

附
属
図
書
館
に
お
い
て
は
，
令
和

2
年
度

13
9,
98
9
件
の
蔵
書
点
検

を
実
施
し
た
。
い
ず
れ
も
不
明
資
料
は
な
か
っ
た
。
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

7
0 

（
再
掲
）
芸
術
資
料
館
収
蔵
品
に
関
す
る
研
究
成
果
を

発
信

す
る

た
め

の
企

画
展

示
を
実
施

す
る

。
（

収
蔵

品

展
5
回
，
15
0
日
程
度
）
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
，
当
初
予
定
し
て
い

た
展
覧
会
の
一
部
が
開
催
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
，
感
染
症
対
策
を
万

全
に
し
た
う
え
で
，
3
回
（
計

1
53

日
）
の
収
蔵
品
展
を
開
催
し
，
計

1
,
71
7
人
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
含
む
。）

の
来

Ⅲ
 

Ⅲ
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場
者
が
あ
っ
た
。
 

9
月
か
ら

10
月
に
か
け
て
開
催
し
た
「
南
宋
憧
憬
－
京
都
芸
大
の
中

国
絵
画
 
田
能
村
直
入
寄
贈
品
を
中
心
に
－
」
で
は
，
日
本
画
・
保
存
修

復
専
攻
の
教
員
に
よ
る
水
墨
画
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
，
8
9
人

の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
 

7
1 

附
属
図
書
館
に
お
い
て
，
引
き
続
き
企
画
展
示

（
年

1
0
回
程
度
）
を
実
施
す
る
な
ど
，
学
生
の
利
用

促
進
を
図
る
。
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
，
や
む
を
得
ず
図
書

館
を
閉
館
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
が
あ
っ
た
が
，
そ
の
期
間
も
電

子
図

書
の

学
外

利
用

サ
ー

ビ
ス

や
文

献
複

写
取

り
寄

せ
郵

送
サ

ー
ビ

ス
，
図
書
貸
出
郵
送
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
，
積
極
的
な
利
用
推
進
に
努
め

た
。
ま
た
，
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
学
外
ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
，
研

究
・
学
習
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。
 

ま
た
，
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
展
示
台
に
て
貴
重
書
展
示
（
4
回
），

閲
覧
室
内
に
て
所
蔵
資
料
展
示
（
2
回
），

貸
出
促
進
企
画
（
2
回
），

週

替
わ
り
推
薦
図
書
紹
介
（
1
0
月
以
降
毎
週
）
等
を
実
施
し
，
学
生
の
図

書
館
へ
の
興
味
を
喚
起
し
，
利
用
促
進
を
図
っ
た
。
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

  

第
４
 
自
己
点
検
・
評
価
及
び
情
報
の
提
供
に
関
す
る
目
標
 

１
 
評
価
の
充
実
に
関
す
る
目
標
 

中 期 目 標  

自
己
点
検
・
評
価
の
結
果
を
公
開
し
，
社
会
・
市
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
す
と
と
も
に
，
評
価

結
果
を
教
育
研
究
活
動
及
び
大

学
運
営
の
改
善
に
反
映
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

 

 評
定
 

評
価
委
員
会
か
ら
の
意
見
 

Ａ
 

中
期
目

標
・
中
期
計
画
の
達
成
に
向
け
て
順
調
に
進
ん

で
い
る
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第
４
 
自
己
点
検
・
評
価
及
び
情
報
の
提
供
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
取
る
べ
き
措
置
 

１
 
評
価
の
充
実
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

中 期 計 画  

中
期
計
画
・
年
度
計
画
に
対
す
る
自
己
点
検
・
評
価
を
着
実
に
行
う
と
と
も
に
，
評
価
結
果
を
速
や
か

に
公
表
す
る
こ
と
で
，
透
明
性

の
高
い
法
人
運
営
に
努
め
る
。
 

ま
た
，
第
２
期
中
期
計
画
期
間
中
に
受
審
す
る
認
証
評
価
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
，
全
学
的
な
内
部

質
保
証
シ
ス
テ
ム
を
見
直
し
，

学
内
に
お
け
る
業
務
運
営
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
確
立
を
目
指
す
。
 

 

№
 

年
度
計
画
 

計
画
の

実
施
状

況
等
 

自
己
 

評
価
 

評
価
委
員
会

に
よ
る
評
価
等
 

評
価
 

意
見
 

7
2 

年
度
計
画
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
，
自
己
点
検
・
評

価
委
員
会
を
中
心
に
，
自
己
点
検
・
評
価
を
着
実
に
行

う
。
ま
た
，
京
都
市
評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価
結
果
に

つ
い
て
は
速
や
か
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
す
る
。
 

令
和
元
年
度
計
画
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
，
自
己
点
検
・
評
価
を

行
い
業
務
実
績
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
，
理
事
会
の
承
認
を
得
て

6
月

末
に
京
都
市
に
提
出
し
た
。
 

提
出
し
た
業
務
実
績
報
告
書
に
つ
い
て
は
，
7
月
末
に
開
催
さ
れ
た

京
都
市
の
評
価
委
員
会
に
お
い
て
，
第

2
期
中
期
計
画
の
達
成
に
向
け

て
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
認
め
ら
れ
，
評
価
結
果
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
た
。
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

7
3 

第
3
期
認
証
評
価
受
審
に
向
け
た
学
内
準
備
及
び
自

己
点
検
・
評
価
を
実
施
し
，「

点
検
・
評
価
報
告
書
」
と

し
て
ま
と
め
る
。
 

第
3
期
認
証
評
価
に
つ
い
て
，
自
己
点
検
・
評
価
委
員
会
で
議
論
の

う
え
，
大
学
教
育
質
保
証
・
評
価
セ
ン
タ
ー
で
受
審
す
る
こ
と
を
理
事

会
で
決
定
し
た
。
 

令
和

3
年

5
月
末
の
評
価
資
料
（「

点
検
評
価
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」）

の
提
出
に
向
け
て
，
自
己
点
検
・
評
価
委
員
会
の
委
員

7
名
か
ら
な
る

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
て
，
点
検
評
価
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の

原
案
を
作
成
し
，
そ
の
後
，
自
己
点
検
・
評
価
委
員
会
で
検
討
し
た
。
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

  

第
４
 
自
己
点
検
・
評
価
及
び
情
報
の
提
供
に
関
す
る
目
標
 

２
 
広
報
の
充
実
に
関
す
る
目
標
 

中 期 目 標  

大
学
へ
の
理
解
と
広
範
な
支
援
を
得
る
た
め
，
広
報
の
充
実
を
図
り
，
法
人
の
運
営
や
大
学
の
教
育
研

究
の
情
報
に
つ
い
て
積
極
的
に

国
内
外
に
発
信
す
る
。
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第
４
 
自
己
点
検
・
評
価
及
び
情
報
の
提
供
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
取
る
べ
き
措
置
 

２
 
広
報
の
充
実
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

中 期 計 画  

教
育
，
研
究
を
中
心
と
す
る
活
動
状
況
を
積
極
的
に
発
信
し
，
大
学
の
取
組
に
対
す
る
理
解
の
促
進
及

び
広
範
な
支
援
の
獲
得
に
繋
げ

る
。
ま
た
，
迅
速
か
つ
効
果
的
な
広
報
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
，
事
務
局
体
制
の
見
直
し
を
図
り
，
情
報
発
信
力
を
強
化
す
る
。
 

【
数
値
目
標
⑥
】
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
ア
ク
セ
ス
件
数
 
２
，
７
５
０
，
０
０
０
件
／
年
 
⇒
 
【
令
和
２
年
度
実
績
】
 
３
，
２
９
１
，
９
２
４
件
 

 

№
 

年
度
計
画
 

計
画
の

実
施
状

況
等
 

自
己
 

評
価
 

評
価
委
員
会

に
よ
る
評
価
等
 

評
価
 

意
見
 

7
4 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

S
NS
，
大
学
案
内
等
の
広
報
冊
子

な
ど
の
様
々
な
広
報
媒
体
・
機
会
を
活
用
し
，
積
極
的

に
情
報
発
信
を
行
う
と
と
も
に
，
そ
れ
ら
の
内
容
の
改

善
に
努
め
る
。
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

S
N
S
（
T
wi
tt
er
，
F
a
ce
bo
ok
，
In
st
ag
ra
m
）
を

通
し
て
，
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
，
大
学
主
催
や
本
学
関
係
者
が
関

わ
る
展
覧
会
，
演
奏
会
，
講
座
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を
積
極
的
に

発
信
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
，
特
に
前

期
は
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
，
イ
ベ
ン
ト
掲
載
数
は

大
き
く
減
少
し
た
が
，
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
学
長

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
対
応
に
つ
い
て
積
極
的
に
発
信
し
，
ま
た
，
ウ
ェ
ブ
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
，
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ア
ク
セ
ス
数
は
大
幅
に
増
加
し
た
。
 

ま
た
，
J
R
西
日
本
㈱
及
び
京
都
駅
ビ
ル
開
発
㈱
と
の
連
携
に
よ
り
，

京
都
駅
ビ
ル
西
口
広
場
（
J
R
京
都
駅
西
口
改
札
前
）
に
お
い
て
，
京
都

市
立
芸
術
大
学
移
転
整
備
プ
レ
事
業
「
作
品
・
新
キ
ャ
ン
パ
ス
模
型
展

示
」
を
開
催
し
，
新
キ
ャ
ン
パ
ス
模
型
の
特
別
公
開
や
本
学
学
生
の
作

品
展
示
，
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
た
ほ
か
，
京
都
駅
ビ
ル
構
内
の

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
や

JR
車
両
内
で
の
中
吊
り
広
告
掲
示
に
よ
り
，

多
く
の
市
民
等
に
本
学
の
移
転
や
活
動
に
つ
い
て

P
R
し
た
。（

再
掲
）
 

大
学
案
内
に
つ
い
て
は
，
全
体
構
成
や
リ
ラ
イ
ト
を
外
部
の
専
門
家

に
依
頼
し
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
た
。
 

【
主
な
実
績
】
 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ク
セ
ス
数
 
3
,0
0
1,
26
2
件
（
前
年

2,
54
1,
03
6

件
）
 

・
F
a
ce
bo
ok

ア
ク
セ
ス
数
 
29
0,
66
2
件
（
前
年

8
88
,2
29

件
）
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
と

し
て

も
有

効
な

手
段

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

こ
れ

ま
で

以
上
に
，
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

T
w
it
t
e
r
な
ど
の

S
NS

を
通
じ
て
，
大
学
主
催
の
展
覧
会
等
の
イ
ベ

ン
ト

情
報

な
ど

を
積

極
的

に
発

信
し

た
こ

と

や
，

ウ
ェ

ブ
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

特
設

サ
イ

ト
を

作
成

し
た

こ
と

に
よ

り
，

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

へ
の

ア
ク

セ
ス

件
数

が
大

幅
に

増
加

し
た

点
が

評
価
で
き
る
。
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・
イ
ベ
ン
ト
情
報
掲
載
数
 
1
14

件
（
前
年

2
28

件
）
 

・
お
知
ら
せ
掲
載
数
 
1
42

件
（
前
年

1
42

件
）
 

【
そ
の
他
の
実
績
】
 

・
T
w
it
te
r
ア
ク
セ
ス
数
 2
,1
89
,7
14

件
（
前
年

2,
41
2,
68
5
件
）
 

7
5 

入
学

志
願

者
の

確
保

や
キ

ャ
ン

パ
ス

移
転

に
向

け

た
寄

付
金

の
獲

得
に

向
け

て
広

報
発

信
の

強
化

に
取

り
組
む
。
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
，
ウ
ェ
ブ
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
特
設
サ
イ
ト
を
作
成
し
，
専
攻
紹
介
動
画
等
に
よ
る
情
報
発

信
や
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
会
（
ガ
イ
ダ
ン
ス
）
を
行
っ
た
。（

再
掲
）
 

期
間
中
の
特
設
サ
イ
ト
閲
覧
者
数
は
美
術

2
,9
01

名
，
音
楽

63
1
名

と
な
り
，
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
会
（
ガ
イ
ダ
ン
ス
）
の
参
加
者
は
美
術

21

名
，
音
楽

1
36

名
と
な
っ
た
。
 

閲
覧

者
数

は
例

年
の

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
来

場
者

数
と

同
水

準

で
あ
る
が
，
海
外
を
含
め
遠
方
の
居
住
者
の
閲
覧
も
あ
り
，
例
年
よ
り

も
広
い
範
囲
に
情
報
発
信
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
に

向
け
た
寄
付

金
の
獲
得
に
向
け
て

は
，
「
移
転

整
備
募
金
」
を
立
ち
上
げ
，
趣
意
書
を
卒
業
生
や
京
芸
友
の
会
の
寄
付

者
へ
郵
送
し
た
。
ま
た
，
移
転
整
備
募
金
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
，

S
NS

で
発
信
す
る
な
ど

PR
を
行
っ
た
。（

再
掲
）
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

7
6 

創
立

1
40

周
年
に
つ
い
て
，
ロ
ゴ
マ
ー
ク
等
を
活
用

し
，
積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め
る
と
と
も
に
，
日
本

伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
創
設

2
0
周
年
に
つ
い
て
同

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
記
念
事
業
の
実
施
な
ど
を
行
う
。
 

創
立

1
4
0
周
年
を
記
念
し
，
芸
術
資
料
館
に
お
い
て
，
1
4
0
年
の
軌

跡
を
卒
業
作
品
等
で
た
ど
る
「
京
都
市
立
芸
術
大
学
 
創
立

1
4
0
周
年

記
念
展
」
を
，
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ア
ク
ア
で
は
，
本
学
創
立

14
0
周
年
記
念
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ア
ク
ア
開
設

1
0
周
年
記
念
展
と
し
て
，
芸
術
資
料
館
収

蔵
品

活
用

展
「

横
内

賢
太

郎
『

誰
に

も
何

か
が

（
S
o
m
e
th
in
g 

fo
r 

E
v
er
yo
ne
）』
」
を
開
催
し
た
。
 

ま
た
，
展
覧
会
や
演
奏
会
等
の
フ
ラ
イ
ヤ
ー
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
創
立

1
40

周
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
印
刷
し
，
1
40

周
年
の

PR
を
行
っ
た
。

演
奏
会
に
つ
い
て
は
，
無
観
客
あ
る
い
は
観
客
数
を
制
限
し
て
実
施
し

た
こ
と
か
ら
，
画
面
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
表
示
し
，
動
画
配
信
を
行
っ
た
。
 

移
転
整
備
プ
レ
事
業
と
し
て
京
都
駅
ビ
ル
西
口
広
場
で
行
っ
た
「
作

品
・
新
キ
ャ
ン
パ
ス
模
型
展
示
」
に
お
い
て
は
，
J
R
車
両
内
の
中
づ
り

Ⅲ
 

Ⅲ
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広
告

や
京

都
駅

ビ
ル

構
内

の
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

ー
ジ

等
に

ロ
ゴ

マ
ー

ク
を
使
用
す
る
と
と
も
に
，
会
場
に
設
置
し
た
大
型
パ
ネ
ル
等
に
も
表

示
し
た
。（

再
掲
）
 

日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
創
設

2
0
周
年
記
念
事
業
と
し
て
，

1
2
月
に
東
京
丸
の
内
の
京
都
ア

カ
デ
ミ
ア
フ
ォ

ー
ラ
ム
で
開

催
を

予

定
し
て
い
た
講
演
会
は
，
関
東
圏
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
を
受
け
て
中
止
し
た
。
ま
た
，「

伝
音
設
立

2
0
周
年
ロ
ゴ
マ
ー

ク
」
及
び
「
伝
音
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
を
新
た
に
作
成
し
，
フ
ラ
イ
ヤ
ー
や

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
た
。
 

7
7 

キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
に
向
け
，
全
学
広
報
委
員
会
で
大

学
シ

ン
ボ

ル
マ

ー
ク

及
び

ロ
ゴ

マ
ー

ク
の

検
討

を
開

始
す
る
。
 

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
・
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
作
成
に
つ
い
て
広
報
委
員
会
で

意
見
を
出
し
た
う
え
で
理
事
会
で
検
討
し
，
作
成
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
，
広
報
委
員
会
で
作
成
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
を

開
始
し
た
。
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

  

第
５
 
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
関
す
る
目
標
 

中 期 目 標  

大
学
へ
の
理
解
と
広
範
な
支
援
を
得
る
た
め
，
広
報
の
充
実
を
図
り
，
法
人
の
運
営
や
大
学
の
教
育
研
究
の
情
報
に
つ
い
て
積
極
的
に

国
内
外
に
発
信
す
る
。

 

 評
定
 

評
価
委
員
会
か
ら
の
意
見
 

Ａ
 

中
期
目

標
・
中
期
計
画
の
達
成
に
向
け
て
順
調
に
進
ん

で
い
る
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第
５
 
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
関
す
る
目
標
を
達

成
す
る
た
め
の
措
置
 

中 期 計 画  

令
和
５
年
度
に
予
定
し
て
い
る
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
の
円
滑
な
進
捗
・
完
了
に
向
け
て
，
移
転
後
の
新
キ

ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
新
た
な
教

育
研
究
の
在
り
方
や
，
そ
れ
に
相
応
し
い
施
設
整
備
を
検
討
す
る
な
ど
，
必
要
と
な
る
様
々
な
事
案
に
適
宜
取
り
組
む
。
 

ま
た
，
移
転
を
見
据
え
，
学
内
各
附
属
施
設
等
の
担
う
機
能
・
役
割
を
再
考
し
，
様
々
な
芸
術
資
源
や

教
育
研
究
成
果
等
を
基
軸
と
す

る
新
た
な
機
構
「
創
造
連
環
機
構
」（

仮
称
）
を
構
想
し
，
本
学
独
自
の
「
知
と
創
造
の
あ
り
か
」
の
探
求
及
び
教
育
・
研
究
・
創
造
の
連

携
を
図
る
。
 

移
転
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
，
移
転
の
機
運
を
持
続
し
て
高
め
る
と
と
も
に
，
地
域
と
の
交
流
を
深
め

る
た
め
，
移
転
整
備
プ
レ
事
業

を
展
開
す
る
。
 

 

№
 

年
度
計
画
 

計
画
の

実
施
状

況
等
 

自
己
 

評
価
 

評
価
委
員
会

に
よ
る
評
価
等
 

評
価
 

意
見
 

7
8 

令
和

5
年
度
の
移
転
に
向
け
て
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
設

計
図
を
も
と
に
，
移
転
後
の
諸
室
に
お
け
る
設
備
家
具

等
の

配
置

の
検

証
な

ど
，

課
題

を
整

理
す

る
と

と
も

に
，
移
転
後
の
各
機
関
の
活
動
を
見
据
え
た
詳
細
な
検

討
に
着
手
す
る
。
 

学
内

の
各

機
関

が
連

携
し

移
転

を
円

滑
に

進
め

る
た

め
の

組
織

と

し
て
法
人
に
「
移
転
準
備
室
」
を
設
置
し
移
転
に
係
る
業
務
全
般
を
取

り
扱
う
こ
と
と
し
た
。
学
内
の
調
整
の
体
制
と
し
て
は
，
移
転
に
係
る

各
機
関
の
代
表
者
を
決
め
，
情
報
等
を
共
有
し
た
り
，
各
機
関
に
関
す

る
事
項
の
検
討
，
各
機
関
を
ま
た
が
る
課
題
の
抽
出
や
対
応
方
針
の
検

討
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
，
専
攻
ご
と
に
も
移
転
担
当
者
を
決

め
，
専
攻
内
で
の
調
整
や
取
り
ま
と
め
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
 

新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
設
計
図
面
を
各
機
関
に
配
布
し
，
設
計
段
階
で
の

要
望
事
項
の
確
認
や
，
移
転
後
の
諸
室
に
お
け
る
設
備
家
具
等
の
配
置

の
検
証
な
ど
の
課
題
の
整
理
を
開
始
し
た
。
 

ま
た
，
平
成

3
0
年
度
に
行
っ
た
美
術
学
部
の
備
品
調
査
に
引
き
続

き
，
残
る
機
関
の
物
品
調
査
を
行
う
と
と
も
に
，
事
務
局
に
お
け
る
文

書
量
調
査
を
開
始
し
た
。
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

7
9 

移
転

後
の

施
設

管
理

業
務

の
在

り
方

に
つ

い
て

検

討
を
行
う
。
 

移
転
後
の
施
設
管
理
業
務
に
つ
い
て
，
効
果
的
・
効
率
的
な
施
設
管

理
を
行
う
た
め
，
建
築
物
・
設
備
点
検
保
守
，
清
掃
，
警
備
等
の
業
務

を
一
括
し
て
委
託
す
る
建
物
総
合
管
理
方
式
の
検
討
を
行
い
，
複
数
の

業
者
か
ら
情
報
収
集
を
行
っ
た
。
今
後
は
必
要
な
経
費
の
確
認
な
ど
も

行
い
，
個
別
業
務
ご
と
の
委
託
か
一
括
し
て
委
託
す
る
の
か
を
総
合
的

に
検
討
し
て
い
く
。
 

Ⅲ
 

Ⅲ
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8
0 

令
和

5
年
度
の
移
転
ま
で
の
間
，
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転

先
の
崇
仁
地
域
は
も
と
よ
り
，
広
く
京
都
市
民
に
移
転

の
機
運
を
高
め
る
た
め
，
引
き
続
き
様
々
な
移
転
整
備

プ
レ
事
業
を
実
施
す
る
。
 

移
転

先
で

あ
る

崇
仁

地
域

に
お

い
て

，
令

和
元

年
度

に
引

き
続

き

「
崇
仁
小
学
校
の
記
録
と
記
憶
を
継
承
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施

し
た
。
具
体
的
取
組
と
し
て
，
元
崇
仁
小
学
校
の
校
舎
に
関
す
る
ア
ー

カ
イ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
崇
仁
小
学
校
を
わ
す
れ
な
い
た
め
に
セ
ン
タ

ー
」
及
び
，
建
築
物
の
木
材
を
形
と
し
て
残
す
と
い
う
元
崇
仁
小
学
校

を
用
い
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
建
築
物
ウ
ク
レ
レ
化
保
存
計
画
」

を
実
施
し
た
。
 

更
に
，
J
R
西
日
本
㈱
及
び
京
都
駅
ビ
ル
開
発
㈱
と
の
連
携
に
よ
り
，

京
都
駅
ビ
ル
西
口
広
場
（
J
R
京
都
駅
西
口
改
札
前
）
に
お
い
て
，
京
都

市
立
芸
術
大
学
移
転
整
備
プ
レ
事
業
「
作
品
・
新
キ
ャ
ン
パ
ス
模
型
展

示
」
を
開
催
し
，
新
キ
ャ
ン
パ
ス
模
型
の
特
別
公
開
や
本
学
学
生
の
作

品
展
示
，
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
た
ほ
か
，
京
都
駅
ビ
ル
構
内
の

サ
イ
ネ
ー
ジ
や

J
R
車
両
内
で
の
中
吊
り
広
告
掲
示
に
よ
り
，
多
く
の

市
民
等
に
本
学
の
移
転
や
活
動
に
つ
い
て

P
R
し
た
。（

再
掲
）
 

Ⅳ
 

Ⅳ
 

 
移

転
先

で
あ

る
崇

仁
地

域
に

お
い

て
，

昨
年

度
に

引
き

続
き

「
崇

仁
小

学
校

の
記

録
と

記
憶

を
継
承
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
催
し
，
令
和

2
年

度
に

解
体

し
た

崇
仁

小
学

校
の

校
舎

に
関

す
る

ア
ー

カ
イ

ブ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
「

崇
仁

小
学

校
を

わ
す

れ
な

い
た

め
に

セ
ン

タ
ー

」
な

ど
を

実
施
し
，
地
域
住
民
等
の
協
力
を
得
て
，
こ
れ
ま

で
以

上
に

充
実

し
た

地
域

連
携

の
取

組
を

推
進

し
た
点
が
評
価
で
き
る
。
 

 
ま

た
，

Ｊ
Ｒ

西
日

本
(
株

)
及

び
京

都
駅

ビ
ル

開
発

(
株

)
と

の
連

携
に

よ
り

，
京

都
駅

ビ
ル

西

口
広
場
に
お
い
て
，「

作
品
・
新
キ
ャ
ン
パ
ス
模

型
展
示
」
を
開
催
し
，
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
模
型
の

特
別

公
開

や
学

生
の

作
品

展
示

，
ミ

ニ
コ

ン
サ

ー
ト

の
開

催
等

を
行

い
，

多
く

の
市

民
等

に
移

転
の
Ｐ
Ｒ
を
行
え
た
点
が
評
価
で
き
る
。
 

8
1 

移
転

後
の

附
属

施
設

を
は

じ
め

と
す

る
各

施
設

の

運
営
体
制
や
活
動
内
容
な
ど
を
検
討
す
る
。
 

各
施
設
の
設
計
図
面
に
基
づ
き
，
要
望
し
た
施
設
や
室
面
積
が
確
保

さ
れ
て
い
る
か
確
認
を
行
う
と
と
も
に
，
建
築
業
者
に
対
し
て
修
正
等

を
要
望
す
る
事
項
の
検
討
を
開
始
し
た
。
ま
た
，
各
運
営
委
員
会
に
お

い
て
，
今
後
，
移
転
後
の
活
動
内
容
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
た
。
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

  

第
６
 
そ
の
他
の
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
目
標
 

１
 
施
設
設
備
の
整
備
等
に
関
す
る
目
標
 

中 期 目 標  

キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
ま
で
の
間
も
良
好
な
教
育
研
究
環
境
を
確
保
す
る
た
め
，
現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
施

設
及
び
設
備
を
適
正
か
つ
計
画

的
に
維
持
管
理
す
る
。
ま
た
，
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
後
の
施
設
の
整
備
と
最
適
な
維
持
管
理
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。
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 評
定
 

評
価
委
員
会
か
ら
の
意
見
 

Ａ
 

中
期
目

標
・
中
期
計
画
の
達
成
に
向
け
て
順
調
に
進
ん

で
い
る

 

 

第
６
 
そ
の
他
の
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

取
る
べ
き
措
置
 

１
 
施
設
設
備
の
整
備
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

中 期 計 画  

移
転
ま
で
の
間
，
既
存
施
設
の
維
持
管
理
を
適
正
，
合
理
的
に
実
施
す
る
。
ま
た
，
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転

後
を
見
据
え
，
最
適
な
維
持
管

理
に
向
け
た
検
討
を
行
う
。
 

 

№
 

年
度
計
画
 

計
画
の

実
施
状

況
等
 

自
己
 

評
価
 

評
価
委
員
会

に
よ
る
評
価
等
 

評
価
 

意
見
 

8
2 

現
キ
ャ
ン
パ
ス
の
要
修
繕
箇
所
に
つ
い
て
，
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
の
開
催
を
通
じ
て
情
報
を
共
有
し
，

令
和

5
年
度
の
移
転
を
見
据
え
な
が
ら
，
良
好
な
教
育

研
究
環
境
を
確
保
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

 
教
職
員
や
学
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
不
具
合
報
告
や
改
善
要
望
，
点
検

保
守
委
託
業
者
か
ら
の
定
期
点
検
報
告
な
ど
，
随
時
上
が
っ
て
く
る
施

設
に
関
す
る
情
報
を
も
と
に
，
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
や
課
内
で
の

適
宜
の
打
合
せ
を
行
い
，
施
設
の
老
朽
化
に
起
因
す
る
不
具
合
や
機
器

故
障
等
の
要
修
繕
箇
所
に
つ
い
て
対
応
策
を
検
討
し
，
早
期
の
修
繕
に

努
め
た
。
 

【
主
な
修
繕
等
の
実
績
】
 

・
体
育
館
照
明
設
備
改
修
 

・
新
研
究
棟

5
階
日
本
画
制
作
室
空
調
設
備
修
繕
 

・
体
育
館
ト
イ
レ
改
修
 

・
構
内
各
所
網
戸
設
置
・
修
繕
 

・
特
殊
排
水
棟
凝
集
沈
殿
槽
漏
水
修
繕
 

・
旧
音
楽
高
校

K
30
3
雨
漏
り
修
繕
 

・
中
央
棟
屋
上
冷
却
塔
修
繕
 

・
設
備
棟
吸
収
式
冷
温
水
器
バ
ー
ナ
ー
モ
ー
タ
ー
交
換
 

・
中
央
棟
南
側
ス
ロ
ー
プ
修
繕
 

Ⅲ
 

Ⅲ
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・
消
防
設
備
不
備
修
繕
 

8
3 

（
再
掲
）
大
学
所
有
の
楽
器
や
機
材
を
は
じ
め
，
教
育

研
究

に
必

要
な

設
備

・
備

品
の

更
新

や
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
，
移
転
を
見
据
え
た
新
た
な
機
器
の
導
入
な
ど
，
教

育
施
設
・
環
境
の
整
備
充
実
に
努
め
る
。
 

移
転
も
見
据
え
，
設
備
や
楽
器
，
機
材
の
購
入
及
び
修
理
を
行
い
，

良
好
な
教
育
環
境
の
構
築
に
努
め
た
。
 

【
主
な
実
績
】
 

≪
美
術
≫
 

・
大
型
製
版
機
 

・
電
熱
式
捺
染
台
 

≪
音
楽
≫
 

・
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
 
2
台
 

・
テ
ィ
ン
パ
ニ
 

・
ピ
ッ
コ
ロ
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
 

・
コ
ン
サ
ー
ト
マ
リ
ン
バ
 

・
グ
ラ
ン
ド
ハ
ー
プ
 

・
小
型
打
楽
器
及
び
打
楽
器
演
奏
用
物
品
 

・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
者
用
椅
子
 
2
2
脚
 

ま
た
，
令
和

2
年
度
は
，
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
緊

急
事
態
宣
言
に
伴
い
，
前
期
は
対
面
で
の
授
業
を
ほ
と
ん
ど
行
う
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
後
期
か
ら
は
，
感
染
症
対
策
を
行
っ
た

う
え
で
実
技
授
業
を
対
面
で
実
施
す
る
こ
と
を
優
先
し
，
学
科
の
授
業

は
引
き
続
き
リ
モ
ー
ト
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
，
学

科
の

教
室

を
美

術
の

実
技

の
教

室
と

し
て

利
用

す
る

た
め

の
特

殊
排

水
設
備
の
整
備
，
網
戸
や
換
気
設
備
の
整
備
，
学
科
の
遠
隔
授
業
を
受

講
す
る
た
め
の

W
i-
Fi

環
境
の
整
備
な
ど
様
々
な
整
備
を
行
っ
た
。
ま

た
，
音
楽
学
部
に
お
い
て
は
，
レ
ッ
ス
ン
室
や
練
習
室
な
ど
で
の
網
戸

の
整
備
や
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
の
設
置
，
飛
沫
防
止
用
パ
ネ
ル
の
制
作
な

ど
，
学
生
が
安
心
し
て
授
業
に
集
中
で
き
る
環
境
整
備
に
全
学
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
だ
。
 

Ⅳ
 

Ⅳ
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第
６
 
そ
の
他
の
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
目
標
 

２
 
安
全
管
理
に
関
す
る
目
標
 

中 期 目 標  

学
生
及
び
教
職
員
の
安
心
・
安
全
な
教
育
研
究
環
境
及
び
労
働
環
境
を
確
保
す
る
と
と
も
に
，
災
害
，

事
故
，
犯
罪
等
に
対
し
て
迅
速

か
つ
適
切
に
対
応
す
る
た
め
の
体
制
を
構
築
す
る
。

 

 

第
６
 
そ
の
他
の
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

取
る
べ
き
措
置
 

２
 
安
全
管
理
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

中 期 計 画  

全
て
の
学
生
及
び
教
職
員
が
安
全
で
安
心
し
て
学
び
，
働
け
る
環
境
を
確
保
す
る
た
め
，
全
学
的
な
安
全
管
理
体
制
を
強
化
す
る
。
 

 

№
 

年
度
計
画
 

計
画
の

実
施
状

況
等
 

自
己
 

評
価
 

評
価
委
員
会

に
よ
る
評
価
等
 

評
価
 

意
見
 

8
4 

産
業
医
に
よ
る
法
定
の
職
場
巡
視
（
月

1
回
）
を
実

施
し

，
安

全
衛

生
委

員
会

を
定

期
的

に
開

催
す

る
な

ど
，
関
係
法
令
を
踏
ま
え
た
安
全
な
学
内
環
境
の
形
成

を
推
進
す
る
。
ま
た
，
各
機
関
で
管
理
す
る
機
材
等
の

安
全
な
取
扱
い
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
，
事
故
が
発

生
し

た
場

合
の

対
応

に
つ

い
て

全
学

的
に

周
知

徹
底

す
る
。
さ
ら
に
，
学
生
及
び
教
職
員
の
安
全
に
対
す
る

意
識

の
向

上
に

努
め

，
安

全
管

理
体

制
の

強
化

を
図

る
。
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
，
新
設
さ
れ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
室

と
産
業
医
が
連
携
し
て
，
「
公
立

大

学
法

人
京

都
市

立
芸

術
大

学
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

予
防

対
策

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す
る
と
と
も
に
，
学
内
に
お
け
る
対
策
を
講

じ
る
こ
と
で
，
業
務
継
続
と
後
期
か
ら
実
技
授
業
を
再
開
で
き
る
環
境

整
備
に
全
力
で
取
り
組
ん
だ
。（

再
掲
）
 

ま
た
，
産
業
医
に
よ
る
職
場
巡
視
に
お
い
て
も
，
感
染
症
対
策
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
継
続
し
て
確
認
を
受
け
る
な
ど
，
学
生
及
び
教
職
員

の
安
全
確
保
に
努
め
た
。
な
お
，
制
作
機
材
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
安

全
衛
生
委
員
会
で
取
り
上
げ
内
容
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
事
故
が
発

生
し
た
場
合
に
つ
い
て
周
知
を
図
っ
た
。
 

Ⅲ
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新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
に

際

し
，

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

室
と

産
業

医
が

連
携

し
て

感
染

予
防

対
策

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン
を
策
定
し
，
学
内
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す

る
こ
と
に
よ
り
，
後
期
か
ら
は
，
実
技
授
業
を
再

開
で
き
て
い
る
点
が
評
価
で
き
る
。
 

 

8
5 

平
成

3
0
年
度
に
作
成
し
た
「
地
震
防
災
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
の
周
知
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
，
危
機
発
生

時
の

業
務

継
続

計
画

及
び

具
体

的
な

行
動

マ
ニ

ュ
ア

ル
を
整
備
し
，
大
学
に
お
け
る
危
機
管
理
体
制
の
整
備

に
取
り
組
む
。
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
を
第
一
に
考
え
，

新
設
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
室
を
中
心
に
，
感
染

対
策
の
強
化
を
図
っ
た
。
ま
た
，
危
機
管
理
本
部
会
議
に
お
い
て
「
大

学
施
設
等
の
使
用
指
針
」
を
策
定
し
，
感
染
状
況
に
応
じ
た
学
生
の
修

学
環
境
，
教
職
員
の
労
働
環
境
の
安
全
確
保
に
努
め
た
。
 

そ
の
他
の
危
機
管
理
と
し
て
，「

地
震
防
災
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
新

入
生
全
員
に
配
布
し
周
知
す
る
と
と
も
に
，
危
機
発
生
時
の
業
務
継
続

Ⅲ
 

Ⅲ
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計
画
及
び
具
体
的
な
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
に
向
け
，
今
後
全
学
的

に
検
討
す
る
た
め
の
原
案
（
概
要
）
を
作
成
し
た
。
 

8
6 

教
職
員
の
心
身
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
，
定
期
健

康
診

断
の

受
診

率
向

上
に

向
け

た
取

組
や

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

の
実

施
と

実
施

後
の

フ
ォ

ロ
ー

等
を

着
実

に
行
う
と
と
も
に
，
健
康
管
理
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実

を
検
討
す
る
。
 

定
期
健
康
診
断
に
つ
い
て
は
，
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
も
あ
り
，
前
半
は
受
診
率
が
落
ち
込
ん
だ
が
，
受
診
勧
奨
を
続
け
る

こ
と
で
，
例
年
並
み
の
受
診
に
至
っ
た
。
 

ま
た
，
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
，
多
く
の
教
職
員
が
実
施

す
る

よ
う

周
知

徹
底

し
た

ほ
か

，
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

研
修

に
つ

い
て

は
，
対
面
で
の
実
施
が
困
難
な
中
，
動
画
配
信
で
行
う
こ
と
と
し
，
教

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
知
識
の
向
上
に
努
め
た
。
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

  

第
６
 
そ
の
他
の
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
目
標
 

３
 
法
令
遵
守
及
び
人
権
の
尊
重
に
関
す
る
目
標
 

中 期 目 標  

教
職
員
の
法
令
遵
守
の
意
識
向
上
を
図
る
と
と
も
に
，
人
権
の
尊
重
の
取
組
を
徹
底
す
る
。

 

 

第
６
 
そ
の
他
の
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

取
る
べ
き
措
置
 

３
 
法
令
遵
守
及
び
人
権
の
尊
重
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

措
置
 

中 期 計 画  

公
立
大
学
法
人
と
し
て
，
学
生
や
市
民
，
地
域
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
る
法
人
運
営
の
た
め
に
，
教
職
員

に
対
し
，
法
令
や
学
内
規
程
等

の
遵
守
及
び
人
権
尊
重
の
徹
底
を
図
る
。
 

 

№
 

年
度
計
画
 

計
画
の

実
施
状

況
等
 

自
己
 

評
価
 

評
価
委
員
会

に
よ
る
評
価
等
 

評
価
 

意
見
 

8
7 

教
職

員
に

法
令

や
学

内
規

程
等

の
遵

守
を

徹
底

さ

せ
る
た
め
，
服
務
や
経
理
事
務
に
関
す
る
研
修
や
啓
発

等
の
取
組
を
実
施
す
る
。
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
配
慮
し
，
動
画
配
信

に
よ
り
，
新
任
教
職
員
に
対
し
，
服
務
規
程
や
倫
理
に
関
す
る
規
程
等
，

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

に
関

す
る

研
修

や
適

切
な

経
費

執
行

を
図

る
た

め
の
会
計
制
度
に
関
す
る
研
修
を
実
施
し
た
。
 

ま
た
，
科
研
費
新
規
採
択
者
等
に
対
し
，
科
研
費
の
執
行
に
関
す
る

ル
ー
ル
や
手
続
き
，
不
正
防
止
体
制
に
つ
い
て
の
説
明
会
や
，「

研
究
倫

Ⅲ
 

Ⅲ
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理
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
（
e
L 
Co
R
E
）」
（
日
本
学
術
振
興
会
提
供
）
の

団
体
受
講
を
実
施
し
た
。
 

8
8 

互
い
の
人
権
を
尊
重
し
，
全
て
の
教
職
員
が
働
き
や

す
く
風
通
し
の
よ
い
職
場
環
境
の
実
現
に
向
け
て
，
全

学
的
に
取
り
組
む
。
 

「
全
て
の
学
生
と
教
職
員
等
が
お
互
い
を
尊
重
し
，
生
き
生
き
と
学

び
，
教
育
・
研
究
し
，
働
け
る
環
境
を
確
保
す
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ

に
，
教
職
員
全
員
を
対
象
と
し
た
外
部
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
キ
ャ
ン

パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
を
実
施
し
た
。
 

ま
た
，
令
和
元
年
度
に
参
画
し
た
「
全
国
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
に
お
い
て
，
女
性
研
究
者
活
躍
推
進
に
向
け
た
環
境
整
備
等

に
取
り
組
む
機
関
と
し
て
認
定
を
受
け
た
。
 

加
え
て
，
美
術
学
部
・
研
究
科
に
お
い
て
，
専
任
教
員
に
占
め
る
女

性
教
員
の
割
合
が

4
0
%
以
上
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
専
任
教
員
の
選

考
を
行
う
こ
と
と
す
る
「
専
任
教
員
採
用
人
事
に
お
け
る
女
性
教
員
採

用
に
か
か
る
ポ
リ
シ
ー
」
を
策
定
し
，
こ
れ
に
沿
っ
た
採
用
を
開
始
し

た
。
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

   

  

※
 
財
務
諸
表
及
び
決
算
報
告
書
を
参
照

 

  

第
８
 
短
期
借
入
金
の
限
度
額

 

 

中
期
計
画
 

年
度
計

画
 

実
績
 

１
 
短
期
借
入
金
の
限
度
額
 

２
億
円
 

２
億
円
 

該
当
な
し

 

第
７
 
予
算
（
人
件
費
の
見
積
も
り
を
含
む
。）
，
収
支
計
画
及
び
資
金
計
画
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２
 
想
定
さ
れ
る
理
由
 

運
営
費
交
付
金
の
受
入
遅
延
及
び
事
故
の
発
生
等
に
よ

り
，
緊
急
に
必
要
と
な
る
対
策
費
と
し
て
借
り
入
れ
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。
 

運
営
費
交
付
金
の
受
入
遅
延
及
び
事
故
の
発
生
等
に
よ
り
，

緊
急
に
必
要
と
な
る
対
策
費
と
し
て
借
り
入
れ
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。

 

 

   

第
９
 
重
要
な
財
産
を
譲
渡
し
，
又
は
担
保
に
供
す
る
計
画

 

 

中
期
計
画
 

年
度

計
画
 

実
績
 

第
９
 
重
要
な
財
産
を
譲
渡
し
，
又
は
担
保
に
供
す
る
計
画
 

予
定
な
し

 

予
定
な
し

 
該
当
な
し

 

   

第
１
０
 
剰
余
金
の
使
途

 

 

中
期
計
画
 

年
度

計
画
 

実
績
 

第
１
０
 
剰
余
金
の
使
途
 

決
算
に
お
い
て
剰
余
金
が
発
生
し
た
場
合
は
，
使
途
を

把
握
し
，
教
育
研
究
の
質
の
向
上
及
び
組
織
運
営
の
改
善

に
充
て
る
。

 

決
算
に
お
い
て
剰
余
金
が
発
生
し
た
場
合
は
，
使
途
を
把

握
し
，
教
育
研
究
の
質
の
向
上
及
び
組
織
運
営
の
改
善
に
充

て
る
。

 

教
育
研
究
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
，
目
的
積
立
金

2
,9
18

千
円
を
取
り
崩
し
た
。
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第
１
１
 
そ
の
他

 

 

中
期
計
画
 

年
度
計

画
 

実
績
 

１
 
施
設
・
設
備
に
関
す
る
計
画
 

第
５
 
「
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
関

す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
」
及
び
第
６
 
１
「
施

設
設
備
の
整
備
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措

置
」
に
記
載
の
と
お
り
。
 

第
５
 
「
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
関
す

る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
」
及
び
第
６
 
１
「
施
設
設

備
の
整
備
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
」
に
記

載
の
と
お
り
。

 

第
５
 
「
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
関

す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
」
及
び
第
６
 
１
「
施

設
設
備
の
整
備
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措

置
」
に
記
載
の
と
お
り
。

 

２
 
人
事
に
関
す
る
計
画
 

第
２
 
２
「
組
織
力
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る

た
め
の
取
組
」
に
記
載
の
と
お
り
。

 

第
２
 
２
「
組
織
力
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た

め
の
取
組
」
に
記
載
の
と
お
り
。

 

第
２
 
２
「
組
織
力
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る

た
め
の
取
組
」
に
記
載
の
と
お
り
。
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